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例  言

1 本書は,四国横断自動車道関連特別用地対策事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書で,高松市に所在す
る津内 。東井坪遺跡 ,中森遺跡,林浴遺跡,林下所遺跡,林下所 。木太今村上所遺跡,林下所・六条乾遺

跡,六条上川西遺跡,六条西村遺跡の調査報告を収録 した。
2 発掘調査及び整理作業については,高松市教育委員会が実施 した。
3 調査から報告書に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言 と協力を得た。記 して感謝 したい。
香川県教育委員会 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 讃岐文化遺産研究会

4 四国横断自動車道関連特別用地対策事業に伴 う埋蔵文化財調査は,文化振興課文化財専門員山本英之・

山元敏裕 。大嶋和則・小川賢が行い,末光甲正・中西克也 (讃岐文化遺産研究会)がこれを補佐 した。整
理作業は小川が行い,同課文化財専門員川畑が補佐 した。
5 報告書掲載の遺物写真撮影は,杉本和樹氏 (西大寺フォト)の協力を得た。
6 本書の執筆は,第 1。 2章を川畑が,第 3章血 10を 末光が担当し,そ れ以外を小川が行つた。編集も小
川が行つた。

7 本文の挿図 として,国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図 「高松南部」「白峰山」及び高松市都市計画
図 2千 5百分の 1「鬼無 2」 「御厩 1」 「木太 2」 「林」を一部改変 して使用 した。

8 発掘調査で得 られた資料は,高松市教育委員会で保管 している。
9 本報告書の高度値は海抜高を表 し,方位は座標北または磁北を示す。
10 本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。
SB:掘 立柱建物 SE:井 戸 SK:土坑 SD:溝  SRI十日河道 SX 性格不明遺構
H 土壌及び土器観察の色調表現は,新版 標準土色帖 (農林水産省技術会議事務局監修・財団法人日本色
彩研究所色表監修)に よる◎
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経緯
四国横断 自動車道関連特別用地対策事業 は,高松市域 を東西に横断す る四国横断自動車道建設に伴 つて ,
周辺地域の道路整備等を目的に実施されたものである。当事業は香川県独自のもので,県費補助のもと市町
及び土地改良区などの公共団体又は公共的団体が事業主体 となり,市町道路整備や水路改修 ,地区集会所建
設などを事業内容 としている。この事業実施にあたって,事業主体である高松市都市開発部高速交通対策課
(現在 ,高速交通対策室)と 高松市教育委員会は,平成 8年度に協議を行つた。その結果 ,埋蔵文化財包蔵
地および隣接する地域においては,事前の確認調査および立会調査を実施 し,必要に応じて発掘調査を実施
することで合意に達 した。

第 2節 調査の経過
この事業に伴 う調査は,平成 8年度から開始 し,平成 15年度の事業終了まで随時行った。このため,調査
後の整理作業は,平成 14年度から開始 し,平成 15年度の事業終了と同時に報告書を刊行することになった。
この事業の一つの特徴 として,秋の稲刈前後に用地売買の契約がなされ,早い場合では稲刈直後に工事 を
開始するという状況が多 く見 られた。そのため,稲刈直後に確認調査を実施 して埋蔵文化財が確認された場
合,高速交通対策室より文化財保護法第57条の 3に基づ く通知が香川県教育委員会に提出され,発掘調査の
指示が県教委よりあると同時に,発掘調査を実施 しなければならないという慌 しさが挙げられる。
さて,調査の概要については,第 1表のとおりである。合計22地点を調査し,調査回数は28回 に及び,調
査総面積は約4,500� を測る。確認調査を15回実施 し,そ のうち 6回が発掘調査に至った。さらに,工事中
の立会調査は7回実施した。地区別では,高松市域の西部にあたる檀紙・中間町周辺が 9地点,高松市域の
中心部にあたる六条・林町周辺が13地点であった。
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第 1図 調査地区位置図 (縮尺1/200,000)
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地

区
配 調査年度

遺跡名
(路線名 )

所在地
緯
経
北
東

調査面積
(ぽ )

調査期間 遺跡の内容 調査状況

檀
紙

。
中
間
地
区

1 平成8年度 (中間町45号線) 中間町
ず

♂
平8.6.4～

平8.66
少量の遺物は出土したが,遺構等の
埋蔵文化財は確認されなかった。

確認調査

2 平成8年度 (檀紙町66号線) 鷹紙町 平81017 埋蔵文化財は確認されなかつた。 確認調査

3 平成9年度 (中 間町45号線 ) 中間町
3ず 17′ 38〃

133°  59′  50″
司二99.4 埋蔵文化財は確認されなかつた。 確認調査

4 平成12年度 (中間町48号線 ) 中間町
平131.15～

平13.116
埋蔵文化財は確認されなかった。 確認調査

5 平成13年度
津内。東井坪遺跡
(檀紙町55号線)

御厩・

中間町
34°  17′  42″

133°  59′  46″

平13.1029～

平13.1030 平安時代の溝,近世以前の道路状
遺構を確認した。

確認調査

225
平131210～
平13.1220

事前調査

6 平成13年度 (檀紙町27号線西) 檀紙町
ず

ポ
平13.10.23～

平13.10.25
時期不明の溝を確認した。 確認調査

7 平成13年度
中森遺跡
(檀紙町27号線東 )

檀紙町
平12.1126～

平12.1129
中世の溝及び集石遺構を確認した。

確認調査

8 平成14年度 (中間15号線 ) 中間町 耳Z14.10.25 寺期不明の溝を確認した。 宅認調査

平成11年度 (成合檀紙線 ) 宣紙町
平12.3.30～
平12.4.20

埋蔵文化財は確認されなかつた。 工事立会

六
条

・
林
地
区

9 平成8年度
林さこ遺跡
(林町 61号線 )

休町
ず

ず
平9.2.28～

平93.3
古代～中世の条里界線の溝を確認
するとともに,須恵器片が出土した。

工事立会

平成8年度
林下所遺跡
(林町60号線 )

休町 372
平9.2.26～

平93.31
近世以降の条里坪界線・井戸ととも
に,時期不明の噴礫を確認した。

工事立会

平成10年度
林下所遺跡
(林下所墓地)

林町
34°  18′  07″

13ポ 04′ 38″

7
平

平

04.20-
0.4.22 弥生時代と想定される溝状遺構を確

認した。

確認調査

632
平

平

0.6 15-
0,7.21

事前調査

平成10年度
林下所遺跡
(林町8号線 )

林 町
平

平
01126-
011 30

弥生時代の溝と近世の土坑を確認し
た。

工事立会

平成■年度
林下所遺跡
(林町65号線 )

林 町

平

平
1.11.8～

111,9 弥生時代～平安時代の溝状遺構及
び掘立柱建物を確認した。

確認調査

308
平

平
1.12.3′
‐ヤ

1.12.22
事前調査

平成10年度
林下所遺跡
(林町60号線 )

林町
34°  18′  15
134°  04′  53 耳二11.1.27

古墳時代の須恵器がまとまって出土
した。

工事立会

平成14年度
林下所。木太今村
上所遺跡
(林町8号線 )

林町
木太町

平14.1029～
ヨ子14 10.31 弥生時代の井戸

。土坑,古墳時代後
期～終末期の掘立柱建物・溝等を確
認した。

宅認調査

60C
平 14.11.25

ヨニ14.12.27
事前調査

平成15年度 (林町65号線 ) 林町
ず

ど

平15.5.27～

日『 15.528
埋蔵文化財は確認されなかった。 宅認調査

平成14年度
林下所・六条乾
遺跡
(林町70号線)

林町
六条町

34°  18′  13″

134°  04′  55″

平 14.10.28～

耳二141029 平安時代の条里地割に沿つた溝を確
認した。

確認調査

平151.8～
ヨニ15, 1.22

事前調査

平成10年度 六条町36号線 ) 六条町
34°  18′  01″

134°  05′  17〃

平1010.20～
平101022

埋蔵文化財は確認されなかつた。 隆認調査

平成12年度
六条上川西遺跡
(六条町38号線)

六条町
34°  17′  51〃

134°  05′  09″

平

平

2.1024
2 10.31

弥生時代の上坑及び性格不明遺構
を確認した。

確認調査

平成13年度 (六条町38号線 ) 六条町
平

平

3 10.12-
31015 時期不明

の溝を確認した。 確認調査

平成15年度
六条西村遺跡
(林町23号線 )

六条町
ず

ギ

平

平
5 5.29-
5. 5.30 弥生時代～古代の溝を多数確認し

た。

確認調査

平

平
5.7.22-
57.31 事前調査

第 1表 調査一覧表
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第 2図 調査地点位置図 (檀紙・中間町周辺,縮尺1/7,000)
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第 3図  調査地点位置図 (六条・林町周辺,縮尺 1/7,000)
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第 2章 地理的環境・歴史的環境

第 1節 地理的環境

高松平野は,瀬戸内海に北面した香川県の中央に位置し,
低い山塊に囲まれている。この平野は,西側が南か ら五色
台へ と続 く山地,東側が立石山山地によって取り囲まれて
おり,東西20km,南北 16kmの規模をもつ。いずれの山地
も花蘭岩の上に緻密で侵食を受けにくい安山岩がキャップ
ロックと呼ばれる形でかぶさっており,そ のため侵食開析
から取り残 された台状の平坦面を有する山地 (メ サ)あ る
いは孤立丘 (ビ ュー ト)と なっている。西側の五色台は,
平坦な頂部をよく残しており,屋島もまた同様に開析か ら
取り残された台地である。東側の立石山山地はこれ らより

開折が進んでおり,紫雲山 。白山・由良山など多数の孤立
丘とともに高松平野の自然景観を特徴付けている。

高松平野は, これ ら侵食が進んだあと,沖積世に入って
から堆積されて形成 されたもので,讃岐山脈か ら流下し,
北へ流れて瀬戸内海へ注 く

｀
香東川を主体として本津川・春

第 4図 高松市位置図

日川 。新川などによって搬送された堆積物により緩やかな傾斜の扇状地を形成 してい る。今回の調査地も,

扇状地に立地 している。

第 2節 歴史的環境

【高松平野西部】
高松平野西部で , もっとも古い人類の歴史が刻 まれているの力ヽ 中間・西井平遺跡や香西南西打遺跡,中
森遺跡である。中間・西井坪遺跡では,旧石器時代後期に属する石器群が見つかるとともに,鹿児島湾北半
にあたる姶良カルデラが大噴火 して降ったAT火 山灰の堆積層も確認されている。次の縄文時代では,鬼無
藤井遺跡で川跡から晩期の上器片が出上している。

稲作が始まる弥生時代では,ま ず鬼無藤井遺跡において前期の環濠集落が出現する。この集落は,二重の
環濠を巡 らし,最大径約 70mの規模をもつ。弥生時代中期の遺跡は未確認で空白を生じるが,御殿貯水池遺
跡が中期末まで遡る可能性がある。後期になると,西打遺跡で竪穴住居や掘立柱建物跡を,中間・西井坪遺
跡では掘立柱建物跡や土器棺墓が確認されている。同じ後期に属する御厩池遺跡 は,遺構は不明だが,溜池
浚渫時に土器がまとまって出上 している。

古墳時代になると,高松平野でも古墳の築造が顕著になる。石清尾山塊では,前期初頭の鶴尾神社 4号墳
を皮切 りに前方後円墳や双方 中円墳 といった積石塚が出現する。積石塚は,尾根頂部や山頂に累々と築造 さ
れ,全長 100m近 くを測るものも現れ るが,中期中頃には,そ の築造 は終焉するようである。一方 ,平野西
部では,中間・西井浮遺跡で前方後円墳を合む前期古墳の周濠が 3基確認されている。中期になると平野西
部で最大規模を もつ全長60.5mの 前方後円墳・今岡古墳が築造される。ほぼ同時期,中間・西井坪遺跡では
埴輪や陶棺を製作 。焼成 していたことが知 られており, ここで製作された陶棺が今岡古墳に供給されたと推
測されている。後期初頭になると,そ れまで山塊や丘陵部のみだつた古墳の築造が平野にも見られるように
なる。相作 (あ いさこ)牛塚古墳は,後期初頭に築造された古墳で,桂甲 (けいこう)や金銅装の馬具を副葬し
ていた。中森古墳は,昭和46年 H月 に消滅 したもので,かつて南北約 4m,東 西約 5m,高 さ約 1.2mを 測
る不整円形 の墳丘 (第 8図 )が残っていた。その墳頂部 に埋葬施設の底面が残っていたと伝え,墳丘除去時に
須恵器(第 9図 )が出土 している。
古墳時代後期後半では,平野縁辺部の丘陵において横穴式石室を主体部 とした群集墳の築造が盛んになる。
先の石清尾山塊でも横穴式石室墳が見られるほか,山塊南の浄願寺山山頂付近では小規模な横穴式石室墳が
密集 している。一方 ,平野西縁辺に位置する平木古墳群や古宮古墳周辺では,大形の横穴式石室墳が点在 し
ている。また,古墳の所在は知 られていないが,万堂山東麓からは須恵器(第 7図 )が一括で出土 しており,
古墳の存在が想定される。

古墳時代に属する集落は,死塚遺跡で後期末 と推定され る掘立柱建物跡群が確認されているだけで,墳墓
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と比べて不明な部分が多い。飯田町東青木遺跡も,同 じ後期末のもので,溝が確認されている。
古墳の築造が終了し,代わつて豪族たちは寺院建築 を行 うようになる。平野中央部では坂田廃寺,平野北
西部で勝賀廃寺が知 られてお り,両寺 とも川原寺式が退化 した瓦当文様をもつ軒瓦が出上 しており,白鳳期
(飛鳥時代後半)の創建年代が推定されている。
奈良～平安時代にかけては,正箱遺跡 。薬王寺遺跡が知られる。 6時期に分かれるが,計50棟以上の掘立
柱建物跡が見つか り,中 には面積が40∬ を超える大形のものがある。さらに,区画溝や掘立柱建物跡の中に
は条里地割 と方位が符合するものがあり,南海道に近接する当該地域では,早 くから条里地割の敷設が進ん
でいたことがわかる。

鎌倉～室町時代でも,条里地割に符合 した溝跡が,香西南西打遺跡や西打遺跡で数多 く広範囲に検出され
ており,条里地割がこの頃には普遍的であつたと考えられる。さらに,西打遺跡では東西54m南北40mの範
囲で,区画溝に囲まれた鎌倉時代に属する屋敷地が発掘されてお り,荘園を基盤 とした領主層の成長がうか
がえる。力を蓄えた領主たちは,武装 して武士化 し,やがて戦国時代を強力な武士団として活躍 してい く。
中森遺跡においても, この時期の屋敷地が発掘されている。

香川郡を拠点 として,讃岐各地や備讃瀬戸に支配権 をのばしたのが,香西氏である。香西氏は,承久の乱
で戦功をあげ,幕府 より阿野・香川郡を与え られた氏族で, この香西氏を核 として地元の領主が集結 して一

大勢力を築いた。この香西氏を経済的に支えたのは,『 兵庫北関入船納帳』(文安 2年 (1445))に も記されてい

る香西浦であり,活発な商業活動が行われたのであろう。香西氏は,勝賀山に有事の際の城を築き,常は佐
料城を居館 とし,そ の周囲には植松城・芝山城 。鬼無城跡などの出城を築いた。後には,本拠地を香西浦に
近い藤尾城に移 し,作山城を築いている。さらに,香西氏に従つた地元の領主たちの居城が周囲に点在 して
いる。筑城城や飯田城,片山城が該当し,香川郡や阿野郡を中心に,そ の数は一説には40余にのぼったとい

う。筑城城跡および飯田城跡周辺 には,今でも塚が群集 している。埴輪片が出土するものもあり,相作牛塚
古墳のように古墳 もあると推定されるし,中世の「武将の墓」 という言い伝えも残っている。
豊臣秀吉による四国攻撃以後,そ の家臣である生駒親正が讃岐一国を支配 し,高松城を築き,江戸時代に
至る。現在の市街地は, この高松城の城下町が発展 したものである。やがて,藩主は生駒家から松平家に替
わり,明治維新を迎える。正箱遺跡・薬王寺遺跡や鬼無藤井遺跡では,江戸時代の庶民の墓や屋敷跡が発掘
されている。

【高松平野中央部】

高松平野中央部で,最古の遺跡は,縄文時代草創期の有舌尖頭器が表採された大池遺跡である。しばらく
の空白後 ,晩期の遺跡が発掘されており,木製農具が出土 した林・坊城遺跡や浴・長池遺跡,木器加工場で
あつた居石遺跡等をあげることができる。

弥生時代前期に移ると,天満・宮西遺跡 ,汲仏遺跡で環壕集落が出現するとともに,上西原遺跡,浴 。長
池遺跡 ,さ こ 。長池 II遺弥で不定形小 区画水田が見つかつている。これ ら水田は,洪水砂によって埋 もれた
ことが明らか となっている。中期になると,浴 。長池遺跡,浴 。長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡,多肥松林遺跡 ,
日暮・松林遺跡で住居跡 ,周溝墓等を伴 う集落の一部が調査されているが,松林周辺以外は規模・密度 とも
総じて希薄である。なお,沿林遺跡では,噴礫に土器片を供献 した事例が確認されている。
弥生時代後期になると遺跡は数・規模 ともに爆発的に増加 し,上天神遺跡I天満・宮西遺跡,凹原遺跡 ,
空港跡地遺跡のように十数棟の住居跡 と大量の廃棄土器を伴 う集落が出現する。

古墳時代では, これら弥生時代後期の遺跡が前期初頭に至るまで集落が存続するが,そ れ以降は集落が廃

絶 している。そうした中,太田下・須川遺跡では古墳時代中期の集落を検出しており,当該期の数少ない事
例である。一方,古墳の分布状況を槻観すると,石清尾山古墳群をはじめ,主 に丘陵上に古墳が前期～中期
にかけて築造されてお り,平野部における集落の動向と微妙な相違が見 られる。
古代では条里遺構が注目され る。各遺跡で,条里界線にあたる遺構を検出 しており,飛鳥時代から現代に
至るまで時代は様々であるが,条里地割施行が段階的に進んだことが明らかになりつつある。中でも,松縄
下所遺跡は現地表面の条里 とは10数メー トルずれた位置 にありながら地表条里 と同方向の道路側溝を検出

し,時期 も7世紀代にまで遡 り得るなど高松平野の条里施行に関わる可能性がある重要な遺跡である。また ,

浴・長池 H遺跡では旧香川・山田郡界線にあたる部分に幅 6mの間隔で並行する道路側溝を検出している。
中世では,浴・長池遺跡 ,浴・松ノ木遺跡で,旧河道が埋没 してい く過程の凹地に小規模な区画の水田面
が検出されている。また,空港跡地遺跡では溝に囲まれた屋敷跡を確認 しているほか,神内城跡や松縄城跡
といつた十河氏や香西氏に関わる城跡 も知 られている。
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1香西南西打遺跡
6大塚吉墳
11古宮古墳
16相作牛塚古墳
21紙すき塚群
26片 山池 l号窯跡
31八購遺跡
35御厩天神社古墳

2西打遺跡
7平木古墳群
12山野塚吉墳
17飯田町東青木遺跡
22御厩大塚古墳
27坂田廃寺
32正箱遺跡・薬王寺遺跡
36万堂山東麓

3鬼無藤井遺跡
8神高池北西古墳
13鬼無城跡
18飯田城跡
23御殿貯水池南遺跡
28がめ塚古墳
33中 間 。西井坪遺跡
37御厩池遺跡

4佐料城跡
9神高池西古墳
14筑城城跡
19半田・小坂塚群
24浄願寺山古墳群
29中森古墳
34死塚遺跡

5今岡古墳
10こ め塚古墳
15王墓古墳
20青木塚群
25南山浦古墳群
30中森遺跡

第 5図 周辺主要遺跡分布図 (縮尺1/25,000)
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1東中筋遺跡
7松縄城跡
13大池遺跡
18居石遺跡

2木太中村遺跡  3白 山神社古墳  4向 城跡    5神 内城跡     6木 太本村 H遺跡

8天満・宮西遺跡 9境 目・下西原遺跡10松縄下所遺跡 11キ モンドー遺跡  12上西原遺跡
14弘福寺領田図比定地北地区     15上 天神遺跡  16太田下・須川遺跡 17蛙股遺跡
19井手東 Ⅱ遺跡  20井 手東 I遺跡  21浴 。長池 H遺跡         22浴 ・長池遺跡

23浴・松ノ木遺跡 24林・坊城遺跡  25六 条・上所遺跡 26林下所遺跡  27林 下所 。木太今村遺跡
28林下所・六条乾遺跡        29六 条上川西遺跡 30六条西村遺跡 31宗高坊城遺跡   32汲 仏遺跡
33多肥廃寺    34凹 原遺跡    35日 暮松林遺跡  36松 林遺跡   37多 肥松林遺跡   38多 肥宮尻遺跡
39弘福寺領田図比定地南地区    40宮 西・一角遺跡 41-角 遺跡   42空 港跡地遺跡

第 6図 周辺主要遺跡分布図 (縮尺1/25,000)
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第 7図 御厩町万堂山東麓出土須恵器実測図 (縮尺 1/4)
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第 9図  中森古墳出土須恵器実測図 (縮尺 1/4)

挽

第 8図  中森古墳墳丘平画・断面図
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第 3章 調査の成果
・中間地区

椰
グNo.1 中間町45号線

(平成8年度確認調査)

調査概要

a.場 所
b。 期 間

c.面 積
d.担当者

中間町

平成 8年 6月 4日

・6日

約72ゴ

大嶋和則・中西克也

橿写曾発を高身謳系諄輿農色:洸雀程
吾
―るが,遺物は確認できなかった。

2 調査内容
工事予定地において, 3箇所の トレ

ンチを設定し,確認調査を実施 してい

る。

第 1ト レンチは,西半分が現況の耕

作土直下で地山と考 えられる黄灰色シ

ル ト層 となり,東半分では近世期の堆

第 2ト レンチでは,地山層が徐々に

低くなり,東端においては急に下がる。

上位には,近世期の堆積が厚く認めら

れている。遺構は確認されていないが,

遺物が若干量認められた。 第 3ト レ
ンチは,地表が第 2ト レンチより1.5

m以上下がり,東に流れる古川の氾濫

原に位置すると考えられる。現況の耕

作上の下は,土壌化していないシルト

質極細砂層が 2層存在し,それより以

下は地山層となっている。遺構は確認

しておらず,出土遺物も陶磁器片が数

点のみである。

出土遺物 (第 H図)は,第 2ト レンチのものである。

第10図  中間町45号線 平成 8年度 トレンチ配置図 (縮尺 1/4)

1は須恵器甕である。 2は石鏃である。

以上のような結果から,

工事範囲については遺構 。

遺物とも希薄な状況が考え

られ,工事に先立つ保護措

置は不要と判断した。

1

0             10Cm

第11図 第 2ト レンチ出土遺物実測図 (縮尺

―え |ズ
2

-
0                5c m

:土器1/4,石器1/2)

第1ト レンチ

杉
／

で

／
イ

＼
―
（
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▼
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】
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1 調査概要
a.場 所
b.期  間
c.面 積
d。 担当者

Noョ2 '値細i田丁661号秘異 (平成 8年度確認調査 )

檀紙町

平成 8年 10月 17日

約92�

大嶋和則

2 調査内容
工事範囲のうち,東西に第 1・ 2ト レンチを設定し確認調査を実施 した。第 1ト レンチ東半分は,表土及
び黄褐色シル トの下位に礫層が認められ微高地 と考えられる。第 1ト レンチ西半分 と第 2ト レンチでは,礫
層上位に黒褐色土層の堆積が20c m程認められ,やがて礫層は観察されなくなることから自然河道 と推定さ
れる。この黒褐色土層より,土師器及び須恵器の細片が少量認められ る。遺構 は,近世期 と推定 される鋤
痕・ピットが若干確認された。

以上のような結果から,工事範囲については遺構・遺物 とも希薄な状況が考えられ,工事に先立つ保護措
置は不要 と判断 した。また,以西の工事区間についても同様の状況が想定されることから,同措置 とした。

第2ト レンチ

第1ト レンチ

0                                  50 rn

第12図 檀紙町66号線 トレンチ配置図 (縮尺1洵 000)

Ｔ
，
Ｎ

障
廿唯
厩

靡
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No.3 中間町45号線
(平成 9年度確認調査 )

2 調査内容
平成 8年度に行われた工事部分 の西延

長部で,古川の氾濫原 に位置する。 トレ
ンチを 3箇所設定 したが,遺構 は確認さ

れなかった。遺物 も唐津 1点のみである。

以上のような結果か ら,工事 に先立つ

保護措置は不要 と判断した。

l 調査概要
a.場 所
b.期 間
c.面 積
d.担当者

1 調査概要
a。 場 所

b.期  間
c.面 積
d.担当者

中間町

平成 9年 9月 4日

約40∬

山元敏裕

中間町

平成 13年 1月 15日 ,16日

約50だ

小川賢・末光甲正

0                                  50 rn

第13図 中間町45号線 トレンチ配置図 (縮尺1/4000)

No.4 中間町 48号線 (平成12年度確認調査)

2 調査内容
工事範囲で 3箇所の トレンチを設定 した。西半分では砂層及び黒褐色上の堆積が認められ古川の氾濫原に

相当するものと考えられるが,東半分でやや微高地状 となっていた。 しかし遺構は確認されず,サ ヌカイ ト
片・須恵器片がローリングを受けた状態で若干出上 したのみである。以上のような結果から,工事に先立つ

保護措置は不要 と判断した。

ク

第1ト レンチ

第2ト レンチ

第 3ト レンチ

第14図  中間町48号線 トレンチ配置図 (縮尺1/1000)
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平成13年度調査 )

調査槻要

a.場 所
b.期 間
c.面 積
d.担当者

―

―

―

―

―

―

No.5津内・東井坪遺跡 (檀紙町55号線

御厩町 。中間町

平成 13年 12月 10日 ～20日

約225ご

小川賢

５。ｍ

2 調査内容
a.調査の経緯 (第 15図 )
工事は調査地の東を流れる古川の両岸に, 5m幅 の道路を設置し橋を渡すもので平成 13年度は西岸部分が
予定されていた。当区間が,新設工事であるため確認調査を行った。 トレンチは工事範囲の北端に沿って東
西方向に設定し,河川の断崖部付近までを確認 した。結果,調査地の以西では遺構・遺物は確認されなかっ
たが,調査地中央部では須恵器等の遺物がまとまって出上し,調査を実施することになった。また遺跡名に
ついては,当地が「津内」及び「東井坪」の字名の地に接することから津内 。東井坪遺跡とした。なお東岸
部の工事については,宅地が建ち込む矮小な範囲であることや,調査地以西と同様の状況が考えられたため,
確認調査は行わなかった。

b.遺構の概要 (第 16図 )
遺構面は 2面確認された。第 1面では大畦畔状の遺構が東西方向に認められ,南側に溝状遺構SD01が併
走して検出された。またこの大畦畔状の遺構には,水戸と考えられるSD02・ SD03が開削されている。第 2
面では遺存状態が悪いものの,直交する位置関係でSD04・ SD05が認められた。SD04か らは遺物が比較的ま
とまつて出土している (第 18図 )。 またトレンチ断面のみの確認となったが,第 2面の下層部には調査地を
蛇行する大溝 (SD06)の 存在が想定された。
c.基本土層 (第 17図 )
地山は⑦層の黄色シル ト質粘土層で, この下位及び東部では砂礫③層が認められ,東 を流れる河川の自然
堤防状の地形が推定される。最下位 と想定される大溝 (SD06)は西部で⑦ o③層を基盤とし,埋土④層及
び⑤層の上半部で遺物が集中して出上した (第 19図 )。 さらにSD04・ SD05が これに後出して開削されている。

上位の堆積層では大畦畔を覆 う②・③層が近世の陶磁器片を合んで見られ,当遺構の埋没時期を示すものと
考えられる。

d.遺構 。遺物
大畦畔 (第 16・ 17図 )

推定条里界線上に位置し,香川郡10条 12・ 13里界に相当する。東西方向に約42m検出された。約 lm幅の

第15図 津内・東井坪遺跡 (檀紙町65号線)調査配置図 (縮尺1/1000)
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第 1ト レンチ

―
】

第 2ト レンチ

第 3ト レンチ

〕          5m

第4ト レン

第5ト レンチ

第6ト レンチ

第 2面

2面遺構配置図 (縮尺 1/200)
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E

⑤    ④

① :現耕作土

② :10YR7/3に ぶい黄橙色シルト貰極細砂 (Fe沈着)

③ :7.5YR6/1褐 灰色ンルト質極細砂

④ :7.5YR3/1黒 褐色シルト (SD06)

7 5YR3/1黒褐色砂礫混シル ト (sD06)

7.5YR5/1掲灰色砂礫

5Y7/6黄色シル ト質粘土

2.5Y6/6明 黄掲色砂礫

地山

SD05

調査地北壁土層図 (高 さ

SD04

:1/40, √尋さ :1/320)

⑤

⑥

②

③

③②

第 1ト レンチ西壁土層図 (1/40)

①～⑥ :上図と共通

③ :2.5Y7/3浅 黄色シルト質極細砂

⑩ :2.5Y8/1灰 白色細砂 (固 くしまる,畦畔)
① :25Y8/2灰 白色砂混シルト (畦畔)

⑫ :2.5Y3/2灰 白色砂質シルト (黒色土を塊状に含むSD01)

① :7.5YR6/1褐 灰色シルト質極細砂

① :10YR4/1褐灰色シルト (固 くしまる,唯畔)

S

L〓26.10m

第 2ト レンチ西壁土層国 (1/40)

①～① :上図と共通

⑮ :7.5YR3/1黒褐色シルト (地山③を含む,SD05)

第 3ト レンチ西壁土層図 (V40)

①～⑮ :上図と共通

① :7 5YR2/1黒色砂礫混シルト (SD04)

0        1m

N

0                呵m

N

0         1m

0        1m

L翌 6

SD02断面図 (呵 /40)

① :2.5Y7/3に ぶい黄色シル ト質極細砂

L翌 6.m亀
睦 の多

SD03断面図 (呵 /40)

第17図 調査地上層図・ トレンチ土層図・遺構断面図
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規模をもち直線的にのびるが,調査地の西端部で先細 りやや北へ湾曲する。大概では,N-9° ―W前後の
方位を示 し,現況の地割 と合致する。畦は0,2～ 0.3mの高さをもち,褐灰色シル ト (⑭層 )を基盤に灰 白色
の砂質土 (⑩ o①層)を築き固め盛土 としている。調査地の西端では直交する畦畔が認められ,そ の交点に

SD03が開削されている。水戸 と考 えられるSD02・ 03は ,約22.5mの 間隔で認められる。時期は近世の堆積
物 (② o③層)に より埋没 していることや,併走す るSD01が中世期 と推定され ることから,中～近世の長
期にわたる時期が考えられる。

SD 01(第 16・ 17図 )

調査地の南側を東西方向に走る溝である。幅0.6～0,8mの規模であるが,西側で幅広 になり南北方向の畦
で途切れる。検出高は26.10～ 26.16m,底面は26.05～ 26.08mを 測 る。埋土は黒色土を塊状に合む砂質土で

ある。10m程の浅い溝で,底面に高低差が見られず配水 または排水溝 として考えにくいが,大畦畔に併走す
ることから大畦畔の盛上を得 る目的で開削された可能性が想定される。出土遺物は小片だが,中世 と考えら
れる土師質・須恵質土器片が認められた。

SD 02・ 03(第 16。 17図 )
大畦畔上に開削された溝状遺構である。幅0,9m程 の規模をもち,深度は約 10cmで 畦畔の下端より浅 く開
削されている。SD03は畦畔の交点に接する箇所が狭 くなっており,底面付近には拳大の石が集中していた。
SD 04(第 16・ 17・ 20図 )

第 2面で確認した清である。検出した標高は22.26m前後 ,底面は26.05m前後を測 る。大畦畔の盛土以下
で認められ ,畦の下端部では削平されてい る。 N-36° ―W前後の方位を示す。埋土は黒色砂礫混じリシル
トの単層で,遺物が比較的まとまって出土 している。所属時期は,出土遺物より平安時代後半と考えられる。

出土遺物 (第 18図 )の うち, 3～ 6は須恵器不で,日径 は12 cm前後を示す。日縁部が外反する器形で ,
3。 4は体部が内湾し底部が外方向に突出する。 7は黒色土器椀底部。 8は須恵質土器甕で,卵形の体部を
もち頸部が「く」の字に折れる。口縁端部はやや外方に突出し,内面は沈線状に窪む。体部外面は平行叩き,

内面はナデて仕上げている。 9・ 10は土師器甕。 Hは竃の破片である。

一

0            1ocm

8

第18図 SD 04出 土遺惨実測図

SD 05(第 16・ 17・ 20図 )

第 2面で確認 した清である。検出した標高は22,10m,底面は25.90m前後を測る。SD01大畦畔の盛土以下

(縮尺1/4)
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で認め られた。大畦畔 より北では削平され明確ではないが ,SD04と 直交する位置関係が推定され る。埋土
は黒褐色シル ト～黒色砂礫混じリシル トである。出土遺物はないが ,SD04と ほぼ同時期の所属時期が推定
される。

SD 06(第 16・ 19・ 20図 )

第 2面の下層に存在する溝である。確認調査時には自然流路 として考えられたが,第 4・ 6ト レンチの断
面観察によると壁面の立ち上がりが急傾斜であり,人為的な溝の可能性が考えられる。完掘を行えなかった
が,各所に設けた トレンチより,幅 3m前後の規模をもち,調査地中央部において北方向へ湾曲すると推定

4 26

｀``〒i‐Ⅲ日口9FI「
チ         16

一ヽ言

―

B―一―・  17

8

0             10Cm

SD 06出土上器実測図 (縮尺1/4)
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第 4ト レンチ東壁土層図 (1/40)

10YR4/1褐灰色シル ト

7.5YR3/1黒掲色砂礫混シル ト (し まる)

7.5YR3/1黒褐色砂礫混シル ト

10YR3/3晴 褐色砂礫混シル ト

2.5Y5/1黄 灰色シル ト

5Y3/1オ リーブ黒色砂混ンル ト

第 5ト レンチ東壁土層図 (V40)

E
L=26.30m~~~

W

SD04断面図 (V40)

① :7.5YR2/1黒色砂礫混シルト

⑦

③

③

⑩

⑪

①

②

③

④

⑤

⑥

5Y7/4浅黄色砂混シル ト②～③ SD06埋土

5Y4/1灰色砂

5Y7/6黄色シル ト質粘土

2.5Y6/6明黄褐色砂礫

7.5Y6/3オ リーブ黄色砂礫

2.5Y5/4黄褐色砂

0        1m

0        1m

0         1m

0         1m

N

L=26.00m

第 5ト レンチ北壁土層図 (1/40)

①～⑫ :上国と共通

① :5Y7/6黄色砂混ンルト

① :2.5Y7/6明 責褐色砂礫

⑩ :10YR3/3暗褐色砂礫混シルト

①～① SD06埋土

第 6ト レンチ西壁土層図 (V40)

①～⑮ :上国と共通

① :5Y7/4浅黄色砂混シルト

① :5Y4/1灰色砂

① :2.5Y7/3浅 黄色シルト質極細砂

①・① SD06埋土

w                E
L=26.30m

SD05断面図 (V40)

① :7.5YR2/1黒色砂礫混シルト

トレンチ土層図・遺構断面図
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される。底面の標高は第 4ト レンチで25,32m,第 6ト レンチで25。 16m前後を測 り,緩やかに東方向へ下る
ものと考えられる。埋土は基本的には上部で黒褐色シル ト質土,下部で砂質上が堆積するが ,細分層した埋
上の状況からは再掘削が行われている可能性が考えられる。出土遺物は第 4～ 6ト レンチではほぼ皆無であ
つたが,確認調査及び調査地の北側溝掘 りの際に,調査地中央部で溝が湾曲する地点の上層部において集中
して認められた。所属時期は確認状況及び出土遺物から古墳時代終末期～平安時代後半までの時期幅をもっ

て考えられる。

出土遺物 (第 19図 )の大半が確認調査及び側溝掘 りの際に取 り上 げたもので,他の遺構 (SD04)の もの
を合む可能性がある。 12～ 24は須恵器で,12～ 14は蓋及び不,19。 20は壺である。20は 日縁端部を失うが ,
短顕壼 と考えられ蔵骨器 としてよく使用されるものである。頸部から肩部の外面には自然釉が付着しており,

熔着痕が認められる。以下体部 に回転ヘラケズ リがなされ,高台部にも熔着痕がある。21～ 24は甕である。
24の外面は,日縁部にハケ原体により列点状の刺突,頸部かけてはハケ原体による縦位の施文後,横位の沈
線により区画が施されている。25～35は土師器で,25～ 27は鉢で,29は小形の短顕壺 ,30～ 32が甕で,32は
長胴のものである。28は 内黒の黒色土器椀である。33～ 35は器高の浅い鍋形の煮沸具 と考えられる。
e。 まとめ

第 1面では,香川郡十条 12・ 13里界上 と一致する大畦畔を確認した。当地は現況でも中間・御厩町の境界
となってい るが, この境界が中世まで遡って存在 する可能性がある。第 2面では,SD04。 SD05が存在する
が条里地割 と一致 しない。第 2面 より下位では,SD06の湾曲部に遺物が集中し認められることから,調査
地中央の北側を中心に何 らかの遺構の所在が想定される。

No.6檀紙町27号線西区間

(平成13年度確認調査・工事立会 )

調査概要

a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

檀紙町

平成 13年 10月 23日 ～25日

約 10�

小川賢

2 調査内容
当路線は,大半部が既存の道路 を拡幅するものであっ
たが ,当地周辺部は後期旧石器時代及び中 。近世 の埋蔵
文化財包蔵地 となる中森遺跡,八幡遺跡が所在すること
から,新規工事部分で確認調査及び工事立会を行った。
住宅が建ち込み重機 の搬入が不可能であったため,確
認調査は人力 によリトレンチを掘削 した。結果,表土除
去後 0.2m程で責色粘土層に達 し,そ の上面で小規模な溝
状遺構を確認 した。遺物 は出土 していない。この粘土層

を掘 削し, 旧石器の確認 を行つたが,遺物 は認められな
かった。

随時行った工事立会では,掘削深度が粘土層よ り大き
く下がらず ,ま た上面での遺構は清状遺構を 1条確認 し
たのみである。遺物は皆無であった。

以上の結果より,工事に先立つ保護措置 と判断した。

第21図  檀紙町27号線 (西区間 )
ンチ配置図・工事立会箇所 (縮尺1洵 000)

工事立会箇所

第 1ト レンチ

-20-
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1 調査概要
a.場 所
b。 期 間
c.面 積
d.担 当者

No.7中森遺跡 (檀紙町27号線東区間

檀紙町

平成 13年 H月 26日 ～29日

約57�

小川賢

平成13年度確認調査 )

第22図 檀紙町27号線 (東区間 )
トレンチ配置図 (縮尺1/1000)

2 調査内容
当路線については,西区間で確認調査及び工事立会を行つてき
たが,東区間がほぼ新規の工事 となることや南端部で中森遺跡に

接することから確認調査を行つた。

トレンチを 3箇 所設定 し,遺構・遺物の確認を行つた。結果 ,
南部に設定 した第 1ト レンチでは,現況に見 られる条里地割 に合
致する溝を検出し,溝の最下層から中世の遺物が出土するととも
に,集石を伴 う遺構を確認 した。
北部に設定 した第 2ト レンチでは,条里地割に合致 しない溝が
数条検出されたが,遺物が皆無のため時期不明である。
中央部の第 3ト レンチでは,第 1ト レンチで確認 した溝を検出
したが下層部は存在せず,近世以降の陶磁器のみが認 められた。
また旧石器の包合層 と想定される黄色粘土層を人力により掘 り下

げ,礫面まで確認 したが遺物は出土 しなかった。
以上の結果より,第 1ト レンチで認められた溝を除き,工事範
囲については,同様の結果が想定されたため工事に先立つ保護措
置は不要 と判断 し,第 1ト レンチの溝については, 当確認調査で

記録保存を行った。

写真 1

SD 01(第 23図 )

第 2ト レンチ掘削状況

第 1ト レンチで確認した溝である。検出した標高は19,55～ 19,65mで ,黄褐色シル ト質粘土⑤層上面で検
出した。この上位面でも④層を基盤に③層の落ち込みが同位置で認められたが,明 らかに近世以降の遺物を
包合するため,上位の遺構面については調査対象から外している。また以北の第 1-②及び第3ト レンチで
も延長部を確認しているが,埋上がすべて③層で充填されており下層部⑤層は認められなかった。
下層遺構は検出幅で約0。 7～ lmの規模をもち,中央に見られる集石部付近でやや幅広になる。溝の底面は
19,5～ 19,53mの 標高を測るが,中央に見られる集石部付近では19。 46m前後で若千深くなっている。中央部
では底面に人頭大の河原石が散在する状態であるが,配置状況をみると溝を横断して積まれていた可能性が

―② トレンチ

写真 2 第 3ト レンチ掘削状況
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E

W

L=2000m

E

④

① :現耕作土

② :5Y6/2オ リーブ灰色シルト質極細砂

③ :2.5Y7/1灰白色砂混シルト (し まらない)

④ :2.5Y6/1黄灰色砂混シルト

⑤ :25Y5/6黄掲色シルト質粘土

⑥ :2.5Y5/1黄灰色シルト

② :2.5Y7/1灰黄色砂 (灰色シルトとラミナ状堆積 )

⑥ o② :SD01埋土

第 1-② トレンチ

0                          10m

ド
Ａ
Ａ
凪
い
＼
卜
甘

第23図 第 1ト レンチ遺構平・断面図 (縮尺 1/200。 1/40)
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推定される。また調査地の北及び南壁に見 られる埋土は,北側でシル ト,南側で砂質上のラミナで堆積物が
異なってお り,集石を境に水流の状態が変わつていたことが分かる。集石部の東面が③層で壊されており明

確にならないが ,当箇所で東へ水流を分岐していた可能性がある。集石部付近では皿,鍋 といつた日常雑器
が集中して認められており,生活に密着した施設があつたのかもしれない。所属時期は,出土遺物より中世
と考えられる。

以下,出土遺物 (第 24図 )を報告するが,土器形式 。年代観は佐藤編年 (佐藤2000)を 参考 とした。36～

57は ,土師質土器不である。日径が 10～ 12cmでやや器高が高 く,薄手のものが大半を占めるが,日径 14硼前
後の大振 りのものも認め られる (51・ 53等 )。 底部の調整は明瞭ではないが,小形のものは器形及び法量か

ら不 DH-6型 式に相当すると考えられる。59～ 61は ,上師質土器足釜の回縁部である。59。 60は鍔部が水
平方向に伸び,日縁部 と共に端面が明瞭で足釜 AI型式に相当する。60は鍔の下方にもハケ調整が明瞭に認
められ ,体部を折 り曲げ鍔を作 り出した と考えられる。61は 鍔部が垂れ気味で端部は丸 く納まり,足釜 B―

H以降の型式が考えられる。62は土師質土器鍋である。口縁部が水平方向に近 く外方 に伸び,内外面にハケ

調整が認 められ,鍋 AI型 式に該当する。63は瓦質土器鉢の口縁部で ある。日縁部端面が外方に突き出し,
鉢 E-3型 式 とみられる。64～ 66は土師質土器鍋の日縁部。 65は足付鍋かもしれない。67～ 70は土師質土器
煮沸具類の脚部である。以上より,中世 H-4～ 5期 (13世紀第 3四半期～ 14世紀前葉)の時期が想定され
る。
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No口8中 間 町 15号線 (平成14年度確認調査 )

調査概要

a.場 所
b.期 間
c.面 積
d.担当者

中間町

平成 14年 10月 25日

約60ポ

小川賢

2 調査内容
当路線は,古墳時代を中心とした中間・西井坪遺跡に近接
するため確認調査を実施した。路線の西半分は既存の道路が

存在 し確認不可能のため,ほぼ新規の工事区間である東半分
で トレンチを 3箇所設定し確認調査を行つた。

すべてのトレンチにおいて,ほぼ表土直下で地山と考えら
れる黄色シル ト質粘土層となり,第 1。 2ト レンチで溝及び
ピットが数箇所において認められた。溝は一定の規模を有す

るが,出土遺物は土器細片 1点のみであった。出土遺物はト
レンチ全体でもこれのみであり,埋蔵文化財の希薄な状況が
考えられ,工事に先立つ保護措置は不要と判断した。

写真 3 第 1ト レンチ南壁土層堆積状況

写真 4 第 2ト レンチ南壁上層堆積状況 市 /~
0                                 50m

第25図  中間町15号線 トレンチ配置図
(縮尺 1洵 000)
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l 調査概要
a.場 所
b.期 間
c.面 積
d.担当者

1 調査槻要
a.場 所
b.期 間
c.面 積
d.担当者
e。 調査原因

六条・林地区

No.9 林 さこ遺跡 (林町61号線 平成8年度調査)

林町

平成 9年 2月 28日 ～平成 9年 3月 3日

約107∬

山本英之・末光甲正

2 調査内容
現在の里道や畦道を拡幅整備するもので,事実上調査可能な部分は現道沿いに 2m程度 と狭い範囲だつた。
都市計画道路福岡三谷線西側 にあたる市道林町61号線は,全体が微高地上に位置 してお り,そ のため粘土
採取や水田の水量確保のために全体が削平されていた。この結果 ,確認 した遺構は,西端で東西方向に伸び
る条里地割に沿つた濤 1条のみであつた。この溝 は,幅 2.5m以上,深 さ20～ 30clllを 測 り,調査区の西端か
ら緩やかに蛇行 しながら東へ伸び,西端から約20mの地点で調査区の北へ伸びている。上層に薄い乳白色細
砂層 ,下層 は灰褐色シル ト層が堆    ゝ      .
積し,埋土から須恵器片が若千出   ＼   | =ノ
土 した。

吼 土師器底部であ抗 宅 M(剰
立

恵質 ない し瓦質土器の底 部であ   。     1。 cm
る。73はサヌカイ ト片である。

0               5c m

1/4,石器 1/2)第26図  SD 03出土遺物実測図 (縮尺 :

No.10 44T所 遣i励ホ (林町60号線 平成 8年度調査 )

林町

平成 9年 2月 26日 ～ 3月 31日

約372∬

山本英之・末光甲正

林町60号線工事

2 調査内容
現地は,調査区東端に近来の分譲団地が接する点を除き,文化 15年 (181動 作成『山田郡下林村順道絵図』
に描かれた近世後期に近い景観が残 り,住居・農耕地の配置 。筆界等がほぼそのまま踏襲されている。
調査区は,高松市林町2063～ 2064番地の境界部分を東西方向に走行する市道林町60号線のうち約 96.Om区
間の現用道路敷を除いた拡幅予定部分である。道路現況は西半 53.5mで幅員 1,8～ 2.8m程度,東半42.5mで幅
員 1.Om程度であり, これを5.0～ 6.25m程度(側溝合む)に拡幅する。

拡幅予定部分表土 (甘土)除去工事に立会 し,遺構が検出された部分について発掘調査を実施 した。立地
と工程の便宜上 ,調査区を血 1～血 3区 に分割・設定 した。なお ,『順道絵図 (下林村下所免の冊 )』 には,
2063番地は「十二番同所 (立原ノ町)北之町」,2064番地は「十四番原開之町」の坪名称で収載されている。
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No l区

遺構 。遺物 は検出されず,現地表面下0,3～0.8mの 深さに,和泉層群起源 とみられる幅 2～ 3mで SSW→
NNEに 併走 する礫堆積 (径 10阻前後 の大礫)の頂部が検出された。なお, この頂部は血 2区 ～血 3区西端
部の範囲では地表面 lm以浅では検出せず,当該区間は, 自然河川状の凹地をなしていたと考えられる。
配 2区

①2-1区 狭小な範囲であるが,南北方向の溝SD01,井戸 S E01,水利 (?)土坑SK01及びピット列が検出
された。遺物は小片のみで正確な時期比定は難しいが,SD01,SK01は近世後半のものであろう。何れも農
業水利関連の施設 と想定される。SE01は ,聴き取 りにより大正14年 (1925)早 害時には活用され,戦後の
住宅改築時に廃棄土坑として埋め立てられたものと確認された。杉板を竹籠で桶状に組んだ径 1.2m,深 さ

lm余の井戸側を持つ浅井戸で,内面に側板近似の形状の板材を打ち込み副木として支持している。
②2-2区 西半は,現地表面 -0.5～ 0.6m付近で埋上の性状・色調等から中世頃の農耕上の可能性が窺われ
る面を確認した。やや高燥とみられる比較的堅緻な黄灰色砂質シルト面があり,畝たてに伴い形成されたと

みられる幅 15cmの 溝状遺構 SD02を検出した,一方東半では,東北東の方位をもつ水田畦畔もしくは給排水
路状のやや不明瞭な遺構がみられた。土質・土色から古代以前の層位である可能性も指摘できる。

Nα 3区

本区は,先述『順道絵図』図示の坪界線がほぼそのまま踏襲されている可能性が高 く,幅約 lmの農道に

接 した東西方向42.5mに 亘る区間である。農道南側水田 (2063番地)は本区間及び西接部分が連続 した 1筆
となっている。

農道南沿いに幅70cm(以 上)の坪界線に相当する溝SD03を 検出 したが,更にこれに直交 して南へ T字状
に分岐する 2条の南北方向溝が接続 し,2063番地水田は東西に三分されていたことが判明した。 しかも,現
地形図及 び『順道絵図』では,条里型区画が乱れた状態での坪界区分が図示 されてい るが,検出 した S
D04/SD05を 南に延長 して2063番地坪南東角に接続すると,本来の方格坪の形状が復元できることが確認さ
れた。出上 した土師質土器小皿等からも, 中世末頃 まで方格 の条里型坪区画が現存 し,そ れが文化 15年

(1818)『順道絵図』作成に到る間に埋没し,乱れが固定化 して現在に至 る事が明らかとなったわけである。
又 ,SD04,SD05の 埋没後 ,そ の中間にSE→NW方 向に斜行するSD06が布設されてお り,現状に固定する以
前に不安定な状況があったことを推測させる。なお,本区東端のSD―Xは ,極めて短期間に形成・消滅 した
と考えられ る狭小溝群であるが,こ れは本市春 日町 「川南・西遺跡」E区 の「溝状遺構」群に酔似の性状を

示 し,近世後半の所産 と考えられる。
出土遺物 (第 28図 )の うち図化 したのは,下記 10点である。74は染付小丸段重である。日縁端 と微細な砂
目がある底面外周は無釉。 SD03埋没段階の埋上で出土。76～ 81は土師質土器小皿である。いずれ も,調査
区東端のSD03最下層の出土であり,溝の成立時期を示すと考えられる。82・ 83は布目平瓦片である。SD03
で SD04と の分岐点から出上 した。凹面は 6本/cm程度の格子状布 目で,凸面は 4本/cm程度の縄目平行 タ
タキ痕をもつ。75は土師質土器椀底部片である。高台は斜 めに外反・拡張する。血 3区東接の次期工区包合

層出上である。

図
74

ヤ

0            10cm

第28図  林下所遺跡 (林町60号線 平成 8年度調査 )出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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No.11 刺呵〒所 遷iLか (林下所墓地 平成 8年度調査 )

l 調査概要
a.場 所
b.期 間
c.面 積
d.担当者

林町

平成 10年 6月 15日 ～ 7月 21日

約632∬

小川賢

TN

2 調査内容
a,調査の経緯 (第 29図 )
高松中央インター周辺整備に伴い墓地造成工事が行

われた。当工事 について,造成範 囲が一定範 囲に及ぶ
ことや ,縄文時代晩期からの埋蔵文化財包蔵地であり
弥生時代の周溝墓が複数確認 された林・坊城遺跡 にほ

ぼ北接するため確認調査を行 うこととした。

トレンチは調査対象 とした範 囲の西面 に沿つて,設
定した。結果 ,現地表面の約0.9mで溝 ,ピ ットが検出
され ,ま た包合層より弥生土器 (第 31図 84)が出上 し
たため,事前調査を実施 した。
b。 遺構の概要 (第 30図 )

弥生時代前期 と考え られ る溝が検出されている他 ,

調査地 の北東部で,近世 。近代期の埋甕及び土坑が見
られた。

c.基本土層 (第 30図 )

0                                  50 rn

①～④層までは現代の所産であり,⑤～③層までが 第29図 林下所遺跡 (林下所墓地)調査位置図
近世～近代の堆積層である。③～①が自然堆積層と考        (縮 尺刊洵000)

えられ, この直上で遺構確認を行った。当遺構面では

東半部を中心に礫層 (⑩層)が広範囲に認められ微高
地であることが分かると共に,直上部までを近 。現代の堆積が覆うことから相応の削平された状況が想定さ
ヤ化る。

d.遺構・遺物
SD 01(第31図 )

調査地西半部で確認 した溝である。検出した標高は9。 20～ 9.28m,底面は9,10～ 9。 22mを 測 り北東方向ヘ
下る。直線的にN-37° ― E方向へ と伸びるが,両端部は削平されている。検出幅は0.5～ 0,7m前後である。
断面は船底形を呈 し,埋土は黒褐色上の単層である。遺物は弥生時代前期 と考えられる土器底部 (第 31図 86)
が出上 した。所属時期は,出土遺物より弥生時代前期 と考えられる。
SD 02(第 31図 )

調査地西半部で確認 した溝である。検出した標高は9,20m前後,底面は9,Om前後を測る。やや蛇行気味に
北東へ と伸 びるが,東端部で削平されている。検出幅は0.4～ 0.5m前後である。断面はやや深いU字形を呈
し,埋土は黒褐色上の単層である。遺物は弥生時代前期 と考えられる壼底部 (第 31図 85)他,若干量認めら
れた。所属時期は,出土遺物より弥生時代前期 と考えられる。
SD 03(第31図 )

調査地西半部で確認 した溝である。検出した標高は9.25m前後 ,底面は9.18m前後を測 る。直線的に北東
へ と伸びるが,東端部で削平されている。検出幅は0,3～0.5m前後である。断面はU字形 を呈 し,埋土は黒
褐色土の単層である。出土遺物はないが,埋土及び周辺部の状況から弥生時代のものと考えられる。

e。 まとめ

当地区は,林・坊城遺跡で認められてい る埋没河川の自然堤防上に位置する微高地 と考えられる。調査地
中央部を横断する近 。現代の土管跡を境 とし,かなりの削平を受けた状態であったが,弥生時代前期を中心
とする遺構が当微高地上に存在することが確認された。
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L〓9.40m

旧道管跡

調査地東壁土層図 (高 さ :1/40,長 さ :1/320)

第30図  調査地上層図・遺構配置図

① :アスファルト舗装

② :バ ラス

③ :花筒土

④ :旧耕作土

⑤ :2.5Y4/1黄灰色シルト質極細砂

⑥ :2.5Y6/2灰黄色シルト質極細砂

② 詢OYR6/8明黄掲色シルト質極細砂

③ :10YR2y2黒掲色ンルト(5Y6/3オ リーブ

黄色シルト質極細砂を塊状に含む)一

近世 。近代堆積物

③ :2.5Y6/4にぶい黄色シルト

⑩ :5Y5/1灰色礫

① :5Y4/1灰色砂

遺構配置図 (V200)
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③ ③ ⑩
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E              W

L=9.50m

ヤ

SD01断面図 (1/40)
① :10YR3/2黒褐色シル ト

SD02閣 F層百口](1/40)

① :7.5YR3/1黒褐色シル ト

N          S
L〓950m

寸
SD03断面図 (V40)

① :7.5YR3/1黒褐色シルト

´

甕 多
多
)

SD01 ・ 02・ 03平面図 (1/40)

第31図 遺構平・断面図 , 出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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0
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No.12 林下所遺跡 (林町8号線 平成10年度調査)

l 調査概要
a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

林町

平成 10年 H月 26日 ～30日

約400�

山元敏裕

2 調査内容
a.調査の経緯 (第 32図 )
当路線については道路拡幅工事であるぶ 既に埋蔵文化財

包蔵地 となっている林下所遺跡に近接 していることから工事

立会を実施 した。立会当初の段階で黒色の埋上をもつ溝を確

認したことから,工事範囲全域で遺構確認を行った。遺構面
精査の結果 ,複数の清及び土坑が検出されたことから,工事
を一時中断し調査を実施することとなった。

b.遺構の概要 (第 33図 )
調査地の北端部で弥生時代 と考えられる溝SD01及び土坑
SK01を 確認 した。その他,広範 に認め られる土坑及び溝は

調査結果より近世のものである。

c.基本土層
ほぼ現況の耕作土直下で地山と想定できる黄色系粘土層 と

なり, この上面で遺構検出を行った。

d.遺構・遺物
近世の遺構については,特筆すべきものが認められず本報
告では略した。

SD 01(第 33図 )

調査地 (N区 )北端部で確認 した溝である。検出した標高
は8.40m前後,底面は8.00m前後を波1る 。幅 1.0～ 1.2mの規
模を有 し,北東方向へ と伸びる。断面はU字形を呈 し,埋土
は 3層である。遺物は細片ながら,弥生時代前期 と考えられ
る土器片が出上 している。

SK 01(第 33図 )

調査地 (N区 )北端部で確認 した土抗である。検出した標
高は8.38m前後を測 る。平面の形状 はやや丸みを帯びた方形

で,長軸方向に約1.Om,短軸方向で約0.7mを測 る。断面は

浅い船底形を呈するが,底面に著 しい凹凸面が認 められる。
埋土 は 2層である。遺物 は認められなかったが,埋土 は
SD01と 同様であることか ら,弥生時代前期 を中心 とした時
期が考えられる。

e.ま とめ
林下所墓地造成地区と同様 に,弥生時代前期 と考えられる
遺構を確認することができた。溝は一定の規模をもち,同時
期 と想定される土坑も近接 し確認されていることから,周辺
部で遺構が所在する可能性が考えられる。

0                                50m

第32図 林下所遺跡 (林下町 8号線 )
調査位置図 (縮尺1洵 000)
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SD01断面図

7.5YR3/1黒褐色シル ト質極細砂

2.5Y6/2灰黄色シル ト質極細砂

2.5Y6/2暗灰黄色シル ト貿極細砂
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SK04平面図 (V50)

0        1m

0       1m

ー

0        1m
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吼 mm_ン

SK田 断面図 (V40)

① :2.5Y6/2灰 黄色極細砂

② :7.5YR4/1褐灰色シルト質極細砂

0  
遺構配置図 (V250) 1。

m

第33図 遺構平・断面図
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1 調査概要
a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

No.13 林下所遺跡

(林町65号線 平成11年度調査 )

林町

平成 H年 12月 3日 ～22日

約308∬

小川賢

2 調査内容
a。 調査の経緯 (第 34図 )

調査地周辺部において,当年度までに既に3地点で調査
を行っている。当路線についても,ほば新規となる工事で
あるため確認調査を実施した。この結果,溝,柱穴等の遺
構を確認するとともに,弥生時代から古代にかけての遺物
が認められたため,調査を実施することになった。
b.遺構の概要 (第 36図 )
調査地は,現状で中央部の東西方向の畦を境に高低差が
あり, これにより以南を S区,以北をN区 としている。 S
区では溝が密集し, S区の北部では,調査地を東西方向に
横断する落ち込み状の包含層があり,こ の下位でSD03～
06を検出している。一方,N区では,掘立柱建物 (SB01)
及び北東方向に蛇行する溝 (SD07)が検出されている。
c.基本土層 (第 37・ 38図 )
S区では,現況の耕作上である①・②層のほぼ直下で地
山④・⑤層となり,間層に近世期の堆積層③・①層が堆積
する。北部では,弥生時代～古代の遺物を包合する落ち込
み (⑩層)が認められた。N区では④・⑤層が北方向に下
がり,やや砂質となる⑫・⑭層が被覆する。遺構は④層及
び⑭層上面で検出した。

d.遺構・遺物
SD 01(第 36図 )
S区中央部を南北方 向に走る溝である。検出幅は0.5m前後 を沢Iり , N― H° ― E前後の方位を示す。遺
構の切 り合い関係で,SD02・ SD03,SE01よ り後出する。出土遺物は,近世 と推定される土師質土器の細片
が認められた。

SD 02(第 36図 )
S区南部で確認 した溝である。検出幅は約0,9mを 決Iり ,北東方 向にほぼ直線的に伸びる。埋土は暗赤褐
色上の単層である。出土遺物はなく時期不明だが,埋土の特徴及び遺構の方向よ り弥生時代～古墳時代の時
期が推定される。

SD 03(第 36図 )
S区 南部で確認 した溝である。検出幅は約0.2

mを 測 り,N-6° ―E前後 の方位を示す。 S区
北部では包合層の下位遺構 として検出 している

が,南部の上位面では東肩部が削平されている。
出土遺物より古代ものと考えられる。

出土遺物 (第 35図 )の うち,87は 土師器イの底
部。88は須恵器壼の底部である。

出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

SD 04(第 36図 )
S区北部,包合層の下位で確認 した溝である。検出幅は約0。 7mを 測 り,南東方向へ走る。出土遺物がな
く時期不明だが,検出状況及び遺構の示す方向よりSD05と 同様の時期が推定される。

f一 言 〒 司 雨
0                                50m

第34図 林下所遺跡 (林下町65号線 )
平成11年度調査位置図 (縮尺1/1000)
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第 35図  SD 03
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※アミ掛け部分は,下層検出遺構

S区

0               5m

第36図 遺構配置図
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土遺物より,弥生時代後期～古墳時代前期 の時期
が考えられる。

出土遺物 (第 39図 )の うち,89は弥生土器鉢で

ある。90は弥生土器甕底部である。93は土師器高

不である。不部の外面下端部に突出部が認められ

る。 第39図 SD 05出 土遺物実測図 (縮尺1/4)
SD 06(第 36図 )
S区北部,包合層の下位で確認 した溝である。検出幅は0.5m前後を測 り,N-97° 一E前後の方位を示す。
遺物が出上 していないため所属時期は不明だが,SD03と ほぼ直交する方位 をとり,ま た同様の検出状況か

ら古代のものと考えられる。

SD 07(第 36図 )
N区北端部で確認 した清状遺構である。検出幅

写を置穂i:1魯磐懲拠普景肩g傘療慧蓬:ぴYユ尋
出土遺物では近世の所産と考えられる。

4       

εΞ〒
三
==三
三三E三三T~~~~~~~~〒 〒

と

を8

躍
皿 遺物 (第佃酌 のうi%醐 圏 剛 工 弱 _LE七 7   m
である。95・ 96は須恵器。97は黒色土器椀である。

途 風 発 爾 紺

さ

逮 腱 患O絶    9

0              5c m

0            10cm

98は 陶器口縁部片で,99は 備前矯鉢である。 第40図 SD 07出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

SE 01(第36図 )
S区南部で確認された井戸である。 1.5m前後 の範囲で,歪な不整形に検出されている。埋土は砂礫で充
填されていた。出土遺物はなく,SD01に 先行することから近世以前のものと考えられる。
SB 01(第36・ 42図 )
N区北端部で確認した掘立柱建物である。 1× 1間で確認しているが,調査地外 となる東西方向に桁行 と
して伸びる可能性がある。柱間距離は東西方向で2,3m,南北方向で2.5mを 測る。主軸は,N-107° ―Eの

方位を示す。また平 。断面の観察では,径 25cm程の柱痕が認められている。出土遺物はな く詳細な時期は不
明だが,主軸方位が古代及び近世のものと異なり,弥生～古墳時代を中心とした時期が考えられる。
遺構外出土遺物 (第 41図 )

100は サ ヌカイ ト製の刃器である。10Hま 土師器壷である。102は土師器甕である。 103・ 104は 須恵器。

101・ 102・ 103が⑩層より出上している。

~l=14

0           10cm

第41図  遺構外出土遺物実測図 (縮尺1/4)

e。 まとめ

弥生時代～古代にかけての遺構 。遺物が確認できた。調査地の中央部を境に微高地が北方向にやや下 り,

その末端部に東西方向となる流路状の落ち込みが認められた。この落ち込みは当該期間において存続 してい

たと考 えられ ,溝状遺構が集中している。また一定規模の柱穴をもつ SB01は ,平成 14年度調査 となった林
下所 。木太今村上所遺跡 との関連が想定される。

洒
川
日
Ｗ
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No.14林下所 遺跡 (林町6碍線 平成10年度工事立会)

林町

平成 H年 1月 27日

約200�

小川賢

106

第43図 工事立会時出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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l 調査槻要
a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

2 調査内容 (第 44図 )
既存の道路拡幅工事であったが,同
路線は平成 8年度に林下所遺跡 として

調査が行われているため,当年度も工
事立会を実施 し,土坑を確認 した。遺
構は撹乱で大半を消失 していたが,ま
とまって須恵器が出土 した。古墳時代終末期のものと考えられ 当該期の集落である林下所 。木太今村上所

遺跡に属するものと考えられる。

0           10cm   l° 9
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No.15林下所・木太今村上所遺跡
(林町 8号線 平成14年度調査 )

調査概要

a.場 所
b.期  間

c.面 積
d.担当者

林町・木太町

平成 14年 H月 25日

～ 12月 27日

約600∬

小川賢

2 調査内容
a。 調査の経緯 (第 44図 )

姿路線 はほぼ新規工事であ り,林 下所遺跡
(林町60号線・ 65号線)に近接するため,確認調
査を行った。 その結果,溝・ 畦畔等の遺構を確
認するとともに須恵器・土師器が出上 したため,

調査を実施 した。

b。 遺構の概要 (第 45図 )

調査地は現有の畦畔・道路 により3分割され,

南か ら I～Ⅲ区を設定 した。 I区 では上層部 と
下層部に分かれ ,上層の遺構では水田と考え ら
れる大・小畦畔 を検出 している。下層の遺構 と

してSD01,SK01～ 03が認 められる。 H区 では,
1面 のみで遺構 を確認 している。掘立柱建物
SB 01, これ を巡 るSD 01・ SD 02等 の溝や土坑

SK01～ 03を 検出 した。Ⅲ区は,現状の地割 と合
致するSD01～ 04があり, これに先行する遺構 と

して掘立柱建物SB01,及び これを巡 る溝状遺構
SD10～ 14や東西方向の溝SD05等 を検出した。

主要遺構 の所属時期別では ,弥 生時代後期
(I ttSK03, H ttSK01),古 墳時代後期～終末期

(1区 SDOl,Ⅲ区SB01,SD05・ SD07等 ),古代
～近世 (I区 畦畔 ,Ⅲ区SD01)が認 められる。
また近世以後の所産 として , Ⅱ・ Ⅲ区で認め ら

れる円形状の土坑及び井戸がある。

c.基本土層 (第 46図 )
調査地は現況で北方向に下がる地形で,調査
区毎 に現有の耕作土～地山 とした 自然層 との間  第44図
で堆積状況が異なる。 と区では自然層の上位 に
土壌化した黒褐色土①が水平堆積し,畦が検出
されたため水田層 と想定 し,こ れを境に上層・下層遺構 とした。Ⅱ区では現況の耕作土直下が自然層 となり,

I区で認 められた土壌層 は,削平を受 けたものと考え られる。皿区は南部では耕作土直下が自然層 とな り,

中央部に黒褐色土②が堆積す る流路状の落ち込みが認められ ,以北が砂層 となっている。確認調査でも調査

地の北側に厚い砂礫層が認め られてお り,埋没河川の存在が想定される。この流路の南岸部 にSB01が位置
し,流路の埋没時期にSD05。 SD07～ 09の東西方向の溝が認められる。
d.遺構 。遺物
唯畔状遺構 (第 53図 )

I区で確認 した遺構である。南北方向の大畦畔及び,東西方向の小畦畔を検出した。大畦畔はほぼ表上の

直下標高 7.44～ 7.47mで 認められた。検出長は約30mで ,主軸方位は現状の地割にほぼ合致するN― H° 一

Eを示す。

下,N

林下所 。木太今村上所遺跡 (林町 8号線 )

調査位置図 (縮尺1/1000)

林町60号 線工事立会箇所
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検出幅は最大で1.2mを 測 るが,調査地外に接するため規模は不明である。大畦畔の構成土は固 く締まる黒

色土だが盛上した様には見られず下層に相当する弥生土器の包合層 (第 54図 )と 同一であることから,む し

ろ耕作から取り残された部分 と考えられる。小畦畔は地山⑥を合んだ締まった上が,土壌化層⑤層より数cll

程度だが隆起したもので,検出幅は約 15cmを 測る。区画 5。 6間の畔は2つの小畦畔状に見られるが,中央

部が足跡等により窪むもので元来幅 lm程の規模をもつ と考えられる。また下層遺構に相当するSD01上面
も大畦畔同様,固 く締まって認められ,埋没後幅 lm程の畦となった可能性も考えられる。これらは小区画
の水田と考えられるが,面積が推定できるものは区画 6の みで約 14� を測る。水田面は地形に沿い緩やかに

北東方向へ下がり,区画 5の南西部に同方向を向く取水日SD02が付けられている。所属時期は被覆する④
層が薄いため詳細は不明だが,遺構面から古代以降で
近世までのものと考えられる。

5層 出土遺物 (第 50図 )
110～ H31ま須恵器杯身及び蓋である。 HOIま 日縁部の

立ち上が りが短 く,受 け部の退化が著 しい。H3の底面
は,平坦 となっている。

110

J_

i導

一

/

113

0            10cm

111

第50図  I区⑤層出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

大畦畔出上遺物 (第 51図 )

114～ 124は 弥生土器で,槻ね後期初頭の所産 と考えられ る。H4・ H5は壼で,日縁端部を上下方向に拡張
する。 H61ま顕～体部片で重 と考え られる。体部 との境に貼付けの突帯を巡 らし,ハ ケ調整後体部上半部に

櫛描き波状文を縦位に施す。H7は甕で,内面は体部上端までケズ リ調整を行う。H8は細頸壺体部。 H9は

壼底部。 1201ま 高不。口縁端部を内外方に拡張し,退化 した凹線を施す。 12Hよ脚部で,端部がやや開き,丸
みを帯びた端面に退化 した凹線を施す。 122～ 124は 甕の底部である。

n   _lV

10cm

116                     119

第51図  I区大畦畔出土這物実測図 (縮尺 1/4)

I ttSD02(第 53図 )
I区大畦畔上に開削された溝である。検出した標高は7.40～ 7.45m前後を

測り,底面は7.38～ 7.40mを測る。検出幅は0.2m前後である。断面は船底形
で,埋土は灰白色砂層の単層である。区画 5へ と流れ込む砂粒の痕跡が残つ
ていた。

出土遺物 (第 52図 )は ,125の 有蓋高不蓋である。天丼部に器高の 1/2程回   性す_寸一―」干
m

転ヘラケズリが認められる。

I ttSDO I(第 47・ 53図 ) 第52図  I tt SD02
1区北端部で確認 した溝である。検出した標高は7.40m前後,底面は7.05出土遺物実測図 (縮尺 1/4)
～7.10m前後を測 り,西方が深 くなっている。 N-102° 一 E前後の方位を示
す。断面は船底形を呈し,埋土はやや砂質の褐灰色～黒褐色シル ト単層である。遺物が比較的まとまって出
上 している。出土遺物より,古墳時代終末期の埋没時期が考えられる。
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出土遺物 (第 54図 )の うち,126～ 1361ま 須恵器である。126～ 128は 蓋である。 126は小振 りのもので,天
井部が深 く口縁部で屈曲する。天丼部外面に器高の 1/3程回転ヘラケズリが認められる。 129は不身で,日縁

端部の立ち上が りは低 い。130は 高不脚部。中位 に沈線を施 し,そ の上方 にスカシが認 められる。 131・

132・ 135・ 136は壼。 1311ま頸部で「く」に屈曲し,日縁端部を摘み上げる。 1321ま体部の中位でやや丸みを

帯び屈曲する。下半部に回転ヘラケズリが認められる。 136は器壁の薄い直日壼で,強い回転ナデを行う。
137は土師器甕である。薄い器壁で卵形の体部より,「 く」に屈曲しやや長い口縁を有する。
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1区 SK03出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

第54図  I tt SD01出 土遺物実測図 (縮尺 1/4)

I ttSK 01(第 56図 )

I区北端部,⑤層の下位で確認した遺構である。検出した標高は7.35m前後で,底面は7.2m前後を測る。

長さは0.5～0.6mで ,東西方向にやや長い楕円形を呈する。柱穴の可能性を考えたが,対応するものは確認
できなかった。出土遺物はない。

I ttSK 02(第 56図 )

I区北端部,⑤層の下位で確認し
た遺構 である。検出した標高は7.38

m前後で,底面は7.lm前後 を測る。
長さは0,5～ 0.6mで ,東西方向にや
や長い楕円形 を呈する。柱穴の可能

性を考えたが,対応するものは確認
できなかった。出土遺物はない。

I ttSK 03(第 47・ 56図 )

I区北端部,⑤層の下位で確認 し
た遺構である。底面付近で礫層に達

しており,湧水が認められたため井
戸の可能性が考えられる。検出した

標高 は7.38m前 後で,底面 は6,93m

前後 を浪Iる 。検出長約 lmを測 り,
隅丸方形状の平面形態と考えられる

が,東半が調査地外であるため詳細
は不明である。断面の形状は,上半
部が開き下半 はほぼ垂直に落ちる。

埋土 は褐灰～黒褐色上の単層であ 第55図

-47-



L=740m

W E
――― L=7.30m

① :7.5YR4/1掲灰色～3/1黒褐色砂混シルト

N          S~         
― L〓7.50m

ヤ

l ttSK01断 面図 (V40)

I ttSK02断 面図 (1/40)

W

① :10YR4/1褐灰色～3/1黒褐色シルト

(やや砂質,炭化物を多く含む)

I区 SK01断面図 (V40)

S

L=7.30m

_     2m
f

Ⅱ区 SB 01・ SD01・ 02平面図 (V50)

P‐ 2

① :7 5YR4/1褐 灰色～3/1黒掲色砂混シル ト

抑
ＡＡ＝＝出Щ＼＼ぃ■、
　
‐ｍ

ー
I ttSK01平 面図 (V50)

0       1m

―
l ttSK02, 03評二層両国耐(1/50)

0         1m

Ｔ
・
Ｎ

ＫＳ

＼（］）＼

Ｔ
・
Ｎ

Ａ

＝

＝

ヽ

＼

ャ

E

下
．
Ｎ

Ａ

ハ

＝

＝

Ч

米

ぃ

、

0       1m

ー
l ttSK01平面図 (1/50)

W          E  L=7.30m

へ梨/① :ЭttT/1爵励翠晃
Ⅱ区SDЫ 輌 図陸 O    Cm

P‐ 1キ

I ttSB01断面図(1/40)

P‐ 3

0        1m

Ⅱ区遺構平・断面図

-48-

I ttSD02平面図(1/40)―

第56図



る。出土遺物か ら,弥生時代後期初頭の ものと
考えられる。

出上遺物 (第 55図 )の うち,138は 長顕壼であ
る。日縁部が緩やかに開 き,下端 に退化 した凹
線を数条巡 らす。体部 は中位で最大径 になると

みられ,な で肩で丸みを帯びた器形 に復元でき
る。 139は 高不不部である。不部の内面より口縁

部を接合し,端部を短く折 り曲げる。140。 141
は甕で,端面の拡張は大きくなく,14日こは退化
した凹線が認められる。 1421よ 甕底部である。

I区人力掘削時出土遺物 (第 57図 )

すべて表土直下から,⑤層上面までに出上 し
た遺物である。1431ま弥生土器鉢口縁部である。

口縁端部を外方向に突出させる。 1441ま須恵器不

底部である。平坦な底面をもつ。 145はサヌカイ

ト製の打製石庖丁である。
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147
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・

1                0         5cm

第57図  I区人力掘削時出土遺物実測図
(縮尺 :上器 1/4,石器1/2)

Ⅲ区SB 01(第 56図 )

H区南部で確認した掘立柱建物である。柱穴が直線的に並んでお り,柱穴の規模より調査地外となる西方
向に展開する建物 と考えられる。柱間距離は約2.5mを 測 る。主軸はほぼ真北を示す。規模は不明だが確認

状況からは,東西の側壁が 2間であると考えられる。柱穴は P-1・ 2が約 0.5mの 隅丸方形であり,やや大
きく楕 円形に検出した P‐ 3の底面には,柱が据わつていたとみられる径 20cm程の円形の窪みが認められて
いる。出土遺物はな く詳細な時期は不明だが,小規模な溝状遺構SD01・ SD02と の配置関係が ,Ш ttSB01と
共通しており同様の所属時期が考えられる。

Ⅱ区SD 01(第 56図 )
H区南部で確認した溝である。検出した標高は7.24～ 7.26mを 測 り,底面は7.19m前後を測る。検出長は

約 4mで ,若千湾曲し南北方向に伸びるが途中で途切れ る。検出幅は0.2m前 後である。断面 は船底形で ,
埋土は幅灰色上の単層である。遺物は出土 していない。

I ttSD02(第 56図 )
H区南部で確認 した溝である。検出した標高は7.25m前後を測 り,底面は7.13～ 7.16mを測る。若千湾曲
しなが ら東西方向に伸びる。検出幅は0.3～0.4mを測 る。断面は U字形で,埋土は褐灰色上の単層である。
遺物は出上していない。

Ⅲ区SK 01(第 56図 )

II区 中央部で確認 した上坑である。検出した

標高は7.20～7.24mを 測 り,底面 は6.95m前後
を測る。長軸方向に約 1.38mを測 りやや不整形

な長方形を呈するが,西側を近世の上坑に壊さ
れている。断面は船底形で,埋土は炭化物を多
く合む砂質土で拳大の石が中位～底面付近にか

けて密集 し認められた。出土遺物から弥生時代

後期初頭のものと考えられる。

出土遺物 (第 58図 )の うち,146は甕で,日
縁端部を上方に拡張 し凹線を施す。147は高不

脚部で,裾端部を跳ね上げ退化した凹線を施す。
148は壺底部である。外面にヘラ磨き,内面に
ケズリ調整が認められる。

H ttSK02(第 59図 )
H区中央部で確認した土坑である。検出した

標高は7.23m前後を測 り,底面は6.80～6.90m
前後を波1る 。長軸方向に約1,70m,短軸方向に

第58図  Ⅱ区 SK01・ 02・ 03出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

SK01
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約 0,8mを 測る。平面の形状は墓の可能性がある長方形のもので,東端は先細る。長軸の方位はN-100° 一

Eを示す。断面は箱形で,埋土は褐灰色の砂質土で充填 される。出土遺物からは弥生時代前期の可能性が考
えられる。

出土遺物 (第 58図 )は 1点のみである。 149イま弥生土器底部である。胎土中に砂粒を多量に合む。

I ttSK 03(第 59図 )

H区北部で確認 した土坑である。検出した標高は7.23mを 測 り,底面は7.02m前後を沢Iる。平面形状は約
1,2mの 方形 と推定され る。断面は船底形で,埋土は褐灰色上の単層である。出土遺物から古代 ものと考え
られる。

出土遺物 (第 58図 )は 1点のみである。 1501ま 須恵器邪底部である。底面が平坦になっている。
Ⅲ区SD 03(第 59図 )
H区 中央部で確認 した溝である。検出した標高は7.22m前後を測 り,底面は7.07～ 7.13mを波よる。検出長
は約 2mで,西側の調査地外より北東へと伸 びるが途中で途切れる。検出幅は約0,4mで ある。断面は U字
形で,埋土は褐灰色土の単層である。遺物は出土 していない。
I ttSD04(第 59図 )

H区北部で確認 した溝である。検出した標高は7.22m前後を測 り,底面は約 7.02mを 測る。西側の調査地

外より東へ と伸びるが途中でSK03に壊される。検出幅は0,5～ 0。 7m前後である。断面はU字形で,埋土は褐

灰色上の単層である。遺物は出上していない。

工区SD 05(第 59図 )
H区北部で確認 した溝である。検出した標高は7.22m前後を測 り,底面は7.09～ 7.12mを測る。西側の調
査地外より北東へと伸び,SD06と 接続する。検出幅は0.5～0,7m前後である。断面はU字形で,埋土は褐灰

色上の単層である。遺物は出土していない。

Ⅱ区SD 06(第 48・ 59図 )

H区北部で確認 した溝である。検出した標高は7.22m前後 を測 り,底 面は7.00～ 7.04mを 測 る。 N―
98° ― Eの方位を示 し,西側の調査地外よ り東側の調査地外へ と伸びる。検出幅 は0.5～0,7m前後である。

断面はU字形で,埋土は褐灰色土の単層である。遺物は出上していない。

Ⅲ区SD 01(第 45・ 59図 )

Ⅲ区東端部,条里坪界線上に位置し確認した溝である。検出した標高は6.82～ 6.87mを 測 り,底面は6.50

～6.65mで緩やかに北へ下がる。検出長は約40mで,N-10° ―E前後の方位を示す。検出幅は最大で約0,9

mである。断面は船底形で,埋土は灰白色極細砂及び最下層部に砂層が認められる。遺物は弥生～古墳時代
のもので占められるが,遺構の切 り合い関係及び検出面の状況より古代～近世のものと考えられる。

出土遺物 (第 60図 )の うち,151～ 167は 須恵器である。蓋 (151。 160。 163)・ 不身 (152～ 157・

164))。 脚部 (162・ 165・ 166)・ 甕 (167)等がある。 168は弥生土器壺口縁部である。 169は土師器把手部

である。
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Ⅲ区SD 02(第45・ 59図 )
Ш区北端部で確認された東西方向の溝である。検出した標高は6.80m前後を測 り,
底面は6.31～ 6.63mで急激に西へ下がる。検出長は約 2mで ,検出幅は最大で約0.7
mである。SD01に ほぼ直交 し開削され, これに後出している。断面は船底形 と考
えられ,埋土 は灰黄色土及び最下層部 に砂層が認められる。所属時期は出土遺物
より,近世頃 と考えられる。
出土遺物 (第 60図 )の うち,170は陶器小不,1711ま 青磁碗である。
Ⅲ区SD 03・ SD 04(第45・ 49図 )
Ⅲ区中央部東半で確認した東西方向の溝である。何れも検出した標高は6.88m前

後で,深度は 5 cm程度である。遺物が出土 していないため詳細な時期は不明だが ,
確認面からは古代～近世 と想定される。

Ⅲ区SR 01(第 45・ 49図 )
Ⅲ区中央部東半で確認 した東西方向の流路である。埋土である黒色の粘質上が最深部で0,4m程度認めら
れた。以北は砂質土 となってお り,本来の河川の規模は更に北方向まで広がるものと考えられる。埋上の特
徴 より緩慢 な埋没であつたとみ られ,埋没の最終段階においてSD05～ SD09が開削されたと考えられる。平
面の検出では, これらの清跡の上層部 との判別が難 しいことから,溝が明瞭になるまで当埋土を掘 り下げ検
出した。このため出土遺物には,本来濤の遺物も合まれる可能性がある。所属時期は周辺部の状況から弥生
時代以前に遡 るものと想定されるが,当出土遺物及び溝の出土遺物から,概ね古墳時代後期～終末期にかけ
て埋没 した流路 と考えられる。

出土遺物 (第 62図 )の うち,172は凹基式の石鏃である。 1731ま 須恵器蓋で,小振 りだが丸みを帯びた体部
で,外面には自然釉が認められる。天丼部に器高の 1/3程回転ヘラケズリを行 う。174は 土師器壺である。小
形のもので,下膨れの体部で底部は厚 く尖 り気味である。日縁部は「ハ」の字に長 く伸び,端部を短 く外に
摘み出す。確認調査時に完形で出土 した。 1781ま螺底部。外面に回転ヘラケズリを行 う。円孔部が僅かに認

められる。 1761ま 大形の上師器高不で,脚の下端で大きく屈曲し,裾部は水平方向に開 く。裾端部は僅かに
下方に摘み,爪状 となっている。 179は 土師器壷で,水平方向に開 く日縁部 となる。 180は 須恵器甕で,日縁
下端に平坦面をもつ。上端部はやや内側に突出させ,内面に沈線状 となる強いナデを施す。 1831ま須恵器甕
の体部で,外面には格子目状の叩き成形後,カ キロを施す。内面には当て具痕を残 している。

醐

171

10cm

第61図  Ⅲ区 SD 02
出土遺物実測図

(縮尺 1/4)
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第62図  Ⅲ区 SR 01出 上遺物実測図 (縮尺 :土器 1/4,石器 1/2)

Ⅲ区SD 05(第49・ 63図 )
Ⅲ区中央部東半で確認 した東西方向の溝である。西側をSD01に壊され る。上述の様 に断面観察ではSR01

の上層部より認められたが ,平面の検出ではほぼSR01の底面で検出している。検出した標高は6.80m前後を
測 り,底面は6.54～ 6.60mで 西へ下がる。検出長は約2.6mで ,N-100° ― E前後の方位を示す。検出幅は
約 1.8mで ある。断面は船底形で,埋土は黒IIB色上である。出土遺物はすべて下層のものである。所属時期
は,SR01と の関係茨び出土遺物から古墳時代後期～終末期 と考えられる。
出土遺物 (第64図 )の うち, 184。 185は 須恵器蓋・不である。 184は 小片のため法量は明確ではないが ,
天丼部 との境の稜が明瞭で日縁端部の内面に段をもつ。 185は 口径 14.6cmを 測る。立ち上が りは内傾 し,1.2

|く ∞
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cmの高さをもつ。受け部は水平方向よりやや上を向き,体部下半に回転ヘラ
葉のものと考えられる。86は須恵器の体部片で,外面に格子目状の叩き痕 ,

められる。

ケズリが認められる。 6世紀前
内面に同心円状の当て具痕が認

SD09
0           10cm

188

第64図  Ⅲ区 SD 05・ 07・ 09出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

Ⅲ区SD 06(第 63図 )

Ⅲ区北部で確認 した溝である。SR01の 底面で検出した。検出した標高は6,71m前後を沢Iり ,底面は6.54～
6.50mで緩やかに北へ下がる。検出長は約 1.5mで ,検出幅は約0.2mである。SD10に類似 し,やや湾曲し弧
を描 く様に検出された。遺物は出上 していない。 SR01と の前後関係は不明だが,検出面 より古墳時代後期
～終末期 と考えられる。

Ⅲ区SD 07(第 49・ 63図 )

中央部東半で確認 した東西方向の清である。西側をSD01に壊され る。上述の様 に断面観察ではSR01の上

層部より認められたが,平面の検出ではほぼSR01の 底面で検出している。検出した標高は6.72m前後を測 り,
底面は6.38m前後である。検出長は約 1.5mで ,検出幅は約 1.Omで ある。断面は台形で,埋土は上層・下層
部が黒褐色土で,中位はやや褐色で砂質土 となっている。所属時期は,SR01と の関係及び出土遺物から古
墳時代後期～終末期 と考えられる。

出土遺物 (第 64図 )の うち,187・ 188は 土師器鉢
ある。底面に円孔をもつと考えられ,甑 とみられる。
Ⅲ区SD 08(第 49・ 63図 )
Ⅲ区中央部東半で確認 した東西方向の溝である。西側をSD01に壊される。検出した標高は6,73m前後を測

り,底面は6.52m前後である。検出長は約1.5mで ,検出幅は約0.5mである。断面は船底形で,埋土は黒色の
粘質上である。出土遺物はない。所属時期はSR01底面で認められることから,古墳時代後期 と考えられる。
Ⅲ区SD 09(第 49・ 63図 )
Ⅲ区中央部東半で確認 した東西方向の溝である。西側をSD01に壊される。検出した標高は6,78m前後を測

り,底面は6.54～ 6.59mで緩やかに東へ下 る。検出長 は約2.Omで ,検出幅は約0,8mであ る。断面は船底形
である。所属時期はSR01底面で認められることから,古墳時代後期 と考えられる。
出土遺物 (第 64図 )は 1点のみである。 190は 土師器甕の口縁部である。
Ⅲ区SD13(第63図 )
Ⅲ区南端部で確認 した溝である。SB01を 巡るSD10と 同様相を呈 し,ほぼ直交する位置関係で検出された。
検出した標高は6.82m前 後を測 り,底面は6.72～ 6.78mで 緩やかに北へ下る。検出長は約3.9mを測 り,検出
幅は約 0.2mである。断面は U字形で,埋土は褐灰色～黒褐色土である。時期の判明する遺物 は出上 してい
なが,SD10と の関連より古墳時代終末期 と考えられる。

戸
塩

・高不である。最下層で出土 した。 189は 須恵器底部で

内外面の下位にヘラケズリを行 う。
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Ⅲ区SD14(第 63図 )
Ⅲ区南端部で確認 した溝である。SD13と 併走 し,同様相を呈するSD10と ほぼ直交する位置関係で検出さ
れた。検出した標高は6.82m前後を測 り,底面は6,72～ 6,75mで ある。検出長は約2.9mを 測 り,検出幅は約
0.2mで ある。断面 はU字形で,埋土は褐灰色～黒褐色土である。時期の判明す る遺物は出土 していなが,
SD 10と の関連より古墳時代終末期 と考えられる。

Ⅲ区SD10(第 66図 )
Ⅲ区南部で確認 した溝である。南部では北方向に伸びるが ,SB01付近で東方に湾曲 し検出された。検出
した標高は6,82m前後を沢

`り

,底面は6.64～ 6,75mで 緩やかに北へ下がる。検出幅は0,2～0,3mで ,断面はU
字ないし船底形である。埋土は褐灰色～黒褐色上である。所属時期は,出土遺物より古墳時代終末期 と考え
られる。

出土遺物 (第 65図 )の うち, 191は須恵器不である。小振 りで ,日縁の立ち上がり低 く受 け部の退化が著
しい。 192・ 193は須恵器片である。 192は蓋の可能性がある。 194は鉄錆に覆われているが,椀形の鍛冶道具
と考えられる。

ШttSDll(第 66図 )
Ⅲ区南部で確認 した清である。SD10に先行 し, これに接続 して検出された。検出した標高は6,75m前後を

測 り,底面は6.70mで ある。検出幅は0,3～ 0.4mで ,断面はU字ないし船底形である。埋土は褐灰色の砂質
土である。時期の判明する遺物 は出土 していなが,SD10と の関連及び周囲の遺構から古墳時代後期～終末
期と考えられる。

Ⅲ区SD12(第 49・ 66図 )
Ⅲ区南部で確認 した溝である。SD10に 直交 して途切れる。検出した標高は6.81m前後を測 り,底面は6.68
～6.65mで ある。検出幅は0,3m前後を測る。 N-92° ― Eの 方位を示す。断面はU字で,埋土は黒褐色土で
ある。時期の判明する遺物は出土 していなが,SD10と の関係から古墳時代終末期 と考えられる。
Ⅲ区SB 01(第 66図 )

Ⅲ区南部で確認 した掘立柱建物である。SD10に 囲まれた範囲には一定の規模 を有する柱穴が多数確認 さ

れ,ま たSD10・ Hと の関連から少なくとも 1度の建替が想定される。柱穴の配置状況からは,南北方 向に
2な いし3間で東西方向に 2間以上の規模で復元でき,ま た南面には廂を伴 う可能性が考えられる。柱間距
離は東西方向では 1,25mを 測る。南北方向では2.7m及 び1.8mを 預1る 力ヽ Pl・ P‐ 2の 中間 1,35mに SP31が並

び,建物 を構成す る柱穴 とも考えられる。主軸 はN一 H° ― Eの方位 を示している。また身合の南面より
0,9m外 に廂の可能性があるSP22・ P‐ 6が並ぶが,SP22の 埋土は他のものとは異なる灰色土であり規模 も小さ
いため,当建物に伴わない可能性が高いと考えられる。隅の柱穴を欠 くことから,身舎の屋根 と独立 した廂
の可能性 も推定される。各柱穴はいずれも褐灰色～黒褐色土を埋土 とし断面で柱痕は認められなかったが ,

底面において柱を据えていたと考えられる約 0,2mの 円形の窪みが検出された。出土遺物及びSD10と の関係

から,古墳時代後期～終末期のものと考えられる。
出土遺物 (第 65図 )の うち, 195は須恵器不である。やや小振 りで立ち上がりも高 くないが,受 け部の境
はまだ明瞭である。 196・ 197は 高不不部と考えられる須恵器及び土師器片である。 198は 高不脚の可能性も

あるが,鉄滓の付着が認められ輔の羽口部と考えられる。 199は 鉄滓片である。

フτ当=
193

σが蜆4監翠
SD10 第65図  Ⅲ区 SB 01・ SD10出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

Ⅲ区SP 02(第 45図 )

H区北部で確認 したピットであるが,東半分を失 う。検出した標高は6.8m前後を測 り,底面は6.50m前後
を測る。長軸方向に約0.5mを 測 り,平面の形状は円もしくは隅丸方形 と推定され る。調査範 囲の制限のた
め明確 さに欠 けるが,SD06と の配置関係からは同規模を有するSP01と 合わせ,SB01と 同様の遺構 が存在す
る可能性 も考えられる。出土遺物及び周囲の遺構 との関連か ら,古墳時代後期～終末期のものと考えられる。

SB 01・ P‐ 4
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出土遺物 (第 67図 )の うち,200は須恵器
不蓋である。201は 土師器甕日縁部で ある。

202は土師器鉢である。203は 土師器片で,大
形壼の頭体部 と考えられる。

Ⅲ区SK 02(第45図 )
Ⅲ区中央部で確認 した土抗である。検出し

た標高は6.82m前後を測る。平面の形状は 0.1

～ 0.2mの 精円形であり,深度 は0,1～0.15m
を測る。西半分をSD01に壊される。

出土遺物 (第 68図 )は 1点 のみで,2061ま須
恵器底部である。

Ⅲ区SP14・ SP15(第45図 )
Ⅲ区中央部で確認 したピットである。検出

した標高は6.73m前後を測 り,底面は6.5m前
後である。

出土遺物 (第 68図 )の うち,204は 須恵器
甕である。205は 須恵器蓋である。

0             10Cm

さ さ ヽ tさ
こ
こ
ミ
ミ
ミ
ミ
こ
こ
ミ
ミ
ミ 言

、

203

Ⅲ区 SP02出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

0            10Cm

第68図  Ⅲ区 SK02,SP14 015出 土遺物実測図
(縮尺 1/4)

e,ま とめ
当調査地はIoⅢ 区間が現況の林町 と木太町 との境 となるが,弥生時代から近世に至る遺構 。遺物を確認
し,林下所遺跡が調査地の北東部 を中心に広がることが想定される。調査対象 となった範囲は,遺構のごく
一部であると考えられることから不明な点を残すが,現状で以下の様な変遷が考えられる。
【弥生時代前期】

微高地であったと考えられるII区中央部で,墓の可能性があるSK02が確認された。遺構はこれのみだ力ヽ
I区の遺構外の出土遺物に当該期に推定されるものが認められる。南部で調査された林下所遺跡に当該期の

遺構が散見され,当地まで遺構の故在する状況が想定される。
【弥生時代後期】

微高地であったと考えられる I・ I区で,井戸状の遺構 I ttSK03及 び土坑 H ttSK02の 他 , I区 の出土遺

物 (大畦畔)に 当該期のものがまとまって認められ,集落が所在した可能性が考えられる。
【古墳時代後期～終末期】

当調査地の主要となる遺構群である。 H区及びⅢ区で確認した掘立柱建物を中心に,小規模な溝状遺構が

認められる。また,東西方向に一定規模を有する溝が, I区 (SD01)及びⅢ区 (SD05他 )で認められる。こ
の東西方向の溝 (I ttSD01 SD05)及 びⅢ区SB01は ,現況の地割りとほぼ同様の方向性をもち,一方で建
物を巡る小規模な溝の方向とは異なり特徴的にみられる。調査した範囲では,竪穴住居はなく掘立柱建物が

中心の集落である可能性が想定される。また, 当集落の特徴として鍛冶を行つていた可能性が挙げられる。

特にⅢ区では遺構面に多くの鉄分の沈着を認め,周辺部に鍛冶に伴う遺構の所在が推察される。出土遺物を

概観すると7世紀前葉までのもので占められ, これ以降に想定されるものは調査地全体でも少量となること

から,古墳時代終末期に廃絶した集落と考えられる。
【古代～近世期】

条里地割と合致する I区大畦畔及びⅢ区SD01が認められる。両遺構は位置関係及び I ttSD02の存在から,

並存する可能性も想定される。明確な所属時期を示す出土遺物はないが,前段階の遺構に後出すること及び
近世の遺構・堆積層に先行することから当期となる。水田と考えられる小区画の畦畔については,立地条件
がやや異なるが当地より南西約 l kmに 所在する浴 。長池遺跡でほぼ同規模のものが,古代～中世段階で確
認されている。
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l 調査槻要
a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

No.16林町65号線

林町

平成 15年 5月 27日・ 28日

約73�

小川賢

(平成16年度確認調査 )

2 調査内容 (第 69図 )
当路線は林下所遺跡 として平成 H年度に調査を実地 した同路線 の南区間であり,同遺跡に近接するため確
認調査を行つた。南北の区間がほぼ新設 となるもので,東西の区間については既存の道路を約 2m拡幅する
ものである。

確認調査は,隣接する地権者の承諾を得 られた箇所を中心に第 1～ 5ト レンチを設定 した。第 1ト レンチ
では,ほぼ表土直下で地山と考えられる黄色シル ト質粘土層 となり,近世の上坑を数基確認 した他 ,須恵器
が若千出上 した。第 1ト レンチの南端部から第 2・ 3ト レンチで,砂質土及び砂層が厚 く堆積 し認められた。
北東方向の埋没流路が存在す るものと考えられるが,遺物が皆無であったため所属時期は不明である。第 4
トレンチでは再び微高地 とな り,表上の直下で地山が確認された。遺物が皆無であり,近世 。近代 と考えら
れる耕作跡が確認されたのみであつた。第 5ト レンチでは地山上に黒褐色上が数十cm程認められ,湿地状の
環境であつたと推定される。遺構・遺物は皆無であった。

以上の結果から当路線区間については遺構・遺物が希薄な状況が考えられ ,事前の保護措置は不要である
と判断した。

写真 6 第 3ト レンチ

写真 7 第 4ト レンチ 写真 8 第 5ト レンチ
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No.17林下所・ 六条乾 遺跡 (林町70号線 平成1寄度調査)

1 調査概要
a.場 所
b。 期 間
c.面 積
d.担当者

林町・六条町

平成 15年 1月 8日 ～22日

約80だ

小川賢

2 調査内容
調査内容

a.調査の経緯 (第 70図 )
当路線は,既に埋蔵文化財包蔵地 となってい
る林下所遺跡に近接し,新規工事部分を合むこ
とから確認調査を行った。路線工事は北区間が

新規工事部分で,南区間が既存道路を2m拡幅
するものであった。 トレンチ調査の結果,北区
間においては遺構・遺物 とも希薄であったが ,

拡幅工事部分 となる南区間の南半部で平安時代

の遺構・遺物を確認したことから,調査を実施
することになった。

b.遺構の概要 (第 71図 )
調査地は,現有のコンクリー ト畦畔等に より
南 (I区 )・ 北 (H区 )に分割された。確認さ
れた遺構 は南北方向の溝 SD01で,幅 2mと な
る南北の調査区に亘って検出された。

c.基本土層
現況は 1・ H区を分割する畦畔を境に,地表
面が0.3～ 0.4mの 段差が付 き,北側が低 くなっ
ている。北の H区では,現耕作上のほぼ直下で
地山となる責色粘質上が認め られるが,南の H
区で は地山の上部 に灰褐色上が0.2m程 堆積す
る。 I・ I区 とも遺構確認は, この黄色粘質土
の上面で行つている。

d.遺構・遺物
SD 01(第 71図 )

現有の道路に併走 し,確認した南北方 向の溝である。検出した標高は I区で7.17～ 7.4m,H区 で7.10～
7.19mを 測 り,底面 は6.80～ 7,07mで 緩やか に北へ下がる。検出距離は総延長で約 37mを 測 り,検出幅は
1,0～ 1,3mである。方位は現況の道路に平行するN-9° ―E前後を示すが, I区 南半部で西方向に大きく
湾曲する。この湾曲部付近では溝の上位 に砂層が広範囲で被覆している状況が認められ ,ま た西方向に伸び
る幅 0.6m程の支流部が検出されている。断面の形状は,全区間に亘 り西壁は急傾斜で,東壁は段を伴いな
がら緩やかに立ち上がる壁面 となっている。底面では中央が窪む凹形だが , H区南部ではW形 となる箇所が
認められる。埋土は槻ね上位に灰白色砂及 び褐灰色シル トが堆積し,下位に褐灰色砂混 リシル トが鉄分の沈
着を伴い認められる。所属時期は出土遺物より平安時代後半 と考えられる。

出土遺物 (第 72図 )を報告す るが,土器の形式 。年代観については佐藤編年 (佐藤 1995。 2000)を 参考
とした。207は 凹基式石鏃である。208～ 213は 土師器不・皿である。208。 2091ま体部の外傾度及び法量よ り
皿 BI型 式に相当するものと考え られる。2101ま底部ヘラ切 りである。211・ 212の 不は体部が大 きく開き ,
日縁部 も長 く外反する。21Hま上底状の平坦な底部で不 A型式に相当する。213は 不底部。器壁がやや厚 く,
体部の開 きがやや小さい ことから杯 Cに 該当する可能性が考えられる。2141ま黒色土器椀で,ほぼ完形で出
上 した。両面黒色で,径高指数41,高台高0.7cm,同径6.3cmを 測 り椀 AⅡ -3型式に該当する。215は須
恵器壺の日縁部である。「ハ」の字形に開き,端部はやや外方向に摘み出す。壼 BI型式に相当する。216は

第70図 林下所・六条乾遺跡 (林町70号線 )
調査位置図 (縮尺 1洵 000)
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SD02

断面

SD01

断面2

遺構平面図 (1/100)

E

L=7.3m

① :現耕作土

② :花間土 (旧仮設道跡)

③ :10BG5/1青灰色～5Y5/1反色シルト

④ :7 5YR6/1掲灰色シルト

E

L〓73m

⑤SD01断面図1(1/40)ヤ
① :10YR3/1灰 白色～6/1褐灰色種細砂
② :10YR5/1褐灰色シル ト
③ :10YR7/1灰 白色細砂
④ :7 5YR6/1褐反色シル ト (Fe沈着 )
⑤ :7.6YR4/1掲灰色砂混シル ト
(地山を塊状に含む,Fe沈着 )

E            W

L〓7.21″
レ

I tt    SD02断面 (V20)
① :2.5Y6/1黄灰色極細砂

第71図 遺構平 。断面図

0                     5m

W

I区 南壁土層図 (1/40)

④,⑤

7.5YR4/1褐 灰色砂混シル ト(Fe沈着 )

SD01埋 土

SD01断面図2(1/40)

10YR7/1灰 白色細砂
7.5YR6/1褐 灰色シル ト (Fe沈着 )
7.5YR4/1掲 灰色砂混シル ト (Fe沈着 )

0                1m

0                50 rn

TN

SD01

断面 1

ド

Ａ
ハ
は
い
＼
ト
キ

I区

岡
脚
詐
燿

SD01

遺構平面図 (1/200)

o           5m

①

②
③
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207

⇔

0                5c rn

叩 粒

高台をもつ須恵器底部。2171ま須恵器甕である。体部に格子目状の叩き痕 を有 し, 日縁端部 を短 く掻き出し
凹面をもつ。甕 C-2型 式に相当する。218は 土師器羽釜である。鍔が欠損するが回縁部の形態より羽釜 C
I型式に該当する。2191ま平瓦。凹面に布目痕,凸面に縄叩き痕を残す。220は土師器甕ないし鍋である。日
縁端部の特徴から甕 EⅡ -1型 式に相当すると考えられる。以上より,一部須恵器等に古相のものが存在す
るが概ね I-3期 (12世紀前半)ま での時期が考えられる。

218

第72図  SD 01出上遺物実測図 (縮尺 1/4)

SD02(第71図 )
H区北部,東端部で確認した溝状遺構である。大半が調査地外に存在するため,詳細は不明である。検出
した標高は7.14mを測 り,SD01と ほぼ併走する方位で検出された。埋土には黄灰色上が認められている。遺
物が出土せず,所属時期は不明である。

e。 まとめ

当調査地は現況では六条・林町の町境にあた り,推定条里では山田郡 12里での 6・ 7条界線上に相当する。
この境界がSD01の確認により,平安時代後半期には存在 していたと考えられる。またSD01(或 は枝部)は ,

南部で大きく屈曲し西に向か う様に認められ,な お且つ溝壁面が西側で急となる状況から,西部を中心に当
該期の遺構が所在する可能性が想定される。

0           1ocm

ノ
２
日
日
引
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1 調査槻要
a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

No.18六条町36号線

六条町

平成 10年 10月 20日 ～22日

約65だ

小川賢

(平成10年度確認調査 )

2 調査内容
当路線は弥生時代～近世期に至る六条 。上所遺跡に北接 し,

また,ほぼ新規の工事であることから確認調査を行った。

第 1～ 3ト レンチの 3箇所を設定 した。南部の第 1ト レン

チでは,地山と考えられる黄色系粘質上の上部に黒褐色上の

堆積が数十cm程認められた。地山は北方向に落ち込んでいき,

第 2・ 3ト レンチでは砂層が厚 く堆積して認められた。 いず

れの トレンチにおいても遺構・遺物は皆無であった。

以上の ような結果から,工事に先立つ保護措置は不要 と判

瞬した。

レンチ土層堆積状況

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

ヨ

　

細

1ト レンチ

六条町36号線 トレンチ配置図

(縮尺1/1000)

写真 9 第 2ト

写真10 第 3ト レンチ土層堆積状況
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1 調査槻要
a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

No.19デく条 上l,H西遺 Lい (六条町38号線 平成12年度調査 )

六条町

平成 12年 10月 24日 ～31日

約 158だ

小川賢・中西克也

2 調査内容 (第 74,75図 )
当路線は弥生時代～近世に至 る六条・上所遺跡に南接 し,ま た工事の延長距離が長いことから確認調査を
行った。路線南端部は既存の道路 となっているが,そ の他は耕作地であり南北の用水路に沿って第 1～ 5ト
レンチを設定した。

第 1ト レンチでは,地表の約60cm下で褐灰色砂質シル ト層の堆積が10cm程度認められ,以下砂礫層 となっ
ていた。遺構検出はこの砂礫層上面で行い土坑状の遺構を 1基確認 した。遺物は出土せず時期は不明である。
第 2ト レンチでは,地表の約80cm下 で旧河道の堆積物 とみられる黒褐色粘質土及び褐灰色砂質土層が認めら
れた。下位の砂礫層まで合せて約 50cmの 堆積であったが,遺構・遺物は認められなかった。第 3ト レンチで
は,黒褐色粘質土堆積が 60cm程に増 し旧河道の最深部付近 と推定される。若干量の弥生土器・サヌカイ ト片
等が認められた。第 4ト レンチは微高地 と想定 されっ 地表の約70m下 で安定 した黄色シル ト層上面で弥生時
代を中心 とした遺構・遺物が確認できた。第 5ト レンチでは,再度,黒褐色粘質土が認められるようになり,
南部にも低地ないし旧河道の存在が想定される。遺構 。遺物は認められなかった。

以上の結果から,第 4ト レンチで認められた遺構について工事範囲内で確認範囲を広げ調査を行い,当機
会で記録保存を行い,他の範囲については事前の保護措置は不要 と判断した。

写真11 第 1ト レンチ東壁土層堆積状況 写真12 第 2ト レンチ東壁土層堆積状況

写真呵3 第 3ト レンチ東壁土層堆積状況 写真14 第 5ト レンチ東壁土層堆積状況
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0                                50m

第74図  六条上川西遺跡 (六条町36号線 平成12年度)ト レンチ配置図 (縮尺 1月 000)
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Ｔ
，
Ｎ

六条町38号 線 トレンチ東壁IIl状土層図 (V40)

1‐ ①

十②
+③
十④
十⑤
l‐ ⑥

2‐①
2‐②
2-③

2‐④
2-⑤

2‐⑥
2‐②

3‐①
3-②

3‐③
3‐ ①
3-⑤

3‐⑥
3‐⑦

現耕作土

黄灰色シル ト質極綱砂

黄掲色粘土

褐灰色砂質シル ト

砂礫

灰色砂

現耕作土

黄灰色シル ト質網砂

灰掲色シル ト

黄色シル ト質粘土

黒褐色シル ト質粘土

灰掲色砂質シル ト

灰色砂礫

現耕作土

灰緑色シル ト質極細砂

黄灰色ンル ト質極細砂

灰褐色砂混シル ト

掲灰色砂質シル ト

黒褐色シル ト質粘土

灰色砂礫

現耕作土

黄灰色シル ト質極細砂

灰掲色砂混シル ト

黄褐色砂

灰色砂

黄色シル ト

現耕作土

にぶい黄色ンル ト質極細砂

暗灰黄色砂混シル ト質極細砂

灰黄色微砂

灰色砂

黒褐色粘土

灰黄色シル ト

灰黄色砂礫

牛①
4②
牛③
牛④
牛⑤
牛⑥

5‐①
6-②

5‐ ③
6‐④
5-⑥

5‐ ⑥
5-⑦

5‐ ⑥

※ トーン部分は下層

検出遺構

0               5n

第 4ト レンチ遺構配置図 (V200)

第75図  大条町38号線 トレンチ土層図・配置図

第 4ト レンチ遺構 。遺物

SD 01(第 75図 )

現有の水路に沿つて確認 した清である。以北の トレンチにおいても部分的に認められていたが,当 トレン

チで溝 として検 出された。検出した標高は7.65m前後で,検出幅は約 15cm,深度は 5 cm程度であつた。坪界
線上に位置する溝 と考えられ るが,現有水路 と重複するため遺存状況は悪い。出土遺物より中世のものと考
えられる。

出土遺物 (第 77図 )の うち,233は 備前大甕の回縁部である。玉縁状口縁で,端面に稜 は見 られない。 14
世紀後半～ 15世紀代の時期が考えられる。

SX01(第 76図 )
調査地の東壁に沿つて確認 した遺構である。大半が調査地外に広がるものと考えられ,全容は不明である。

検出した標高は7.53～ 7.65mを 測 り,底面は7.48m前後を測 る。検出長は約 12.5mで ,検出幅は最大で約0,9
mである。断面は船底形 と考えられ,埋土は黒褐色土である。出土遺物より弥生時代のもの考えられる。
出土遺物 (第 77図 )の うち,2271ま 弥生土器壼底部である。胎土中に砂粒を多量に合み,弥生時代前期の
ものと考えられる。

SX02(第 76図 )
調査地の西半で確認 した遺構である。径約 5mの 円形状に検出し,竪穴住居址の可能性が想定されたため,
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トレンチを工事範囲内で拡張し確認を行 つた。検出した標高は7.61～ 7.69mを 測 り,底面は7.53mで前後 を
測る。埋土は黒褐色粘質土層の単層である。西側は現有水路の撹乱のため遺存状態は悪 く,ま た柱穴 も認め
られないことから当遺構の性格は不明である。所属時期は出土遺物より,弥生時代後期 と考えられる。
出土遺物 (第77図 )の うち,228は短 く「ハ」字形に開 く壼回縁部である。229は大きく外反する広日壼の
日縁部である。228。 229は胎上の特徴からも前期のもの と考えられ,SK01か らの混入した可能性が考えら
れる。 2301ま器台の筒部で,裾部へ「ハ」字形に開 き方形のスカシ及び凹線が施される。23卜 232は脚部で
ある。232は裾端部を上下に拡張する。

SK 01(第 77図 )

調査地の西半 ,SX02の底面で確認 した上坑である。検出した標高 は7.47～ 7.62mを 測 り,底面は7.15m前
後を測る。検出長は東西に約 1.25m,南北に約 1.75mを測る。西側に広が るが撹乱の影響が大 きく,やや不
整形な方形状に検出された。所属時期は,出土遺物から概ね弥生時代前期 と考えられる。
出土遺物 (第 77図 )の うち,221は壼で,太い頸部より強 く屈曲する。222の甕は,日縁部が如意状で,体
部上半に 2条の沈線文が施される。胎上には角閃石が認められる。 2231ま壺の頸部である。 3条の沈線文が
認められる。224は 甕顕部で, 2条の沈線間に竹管文を施す①2261まサヌカイ ト片である。

/                ゝゝ   |
221  f                            i l

％

‐ｏｃｍ

232

SD01

0

第77図  SK01・ SX01・ 02・ SD 01出 土遺物実測図 (縮尺 :上器1/4,石器 :1/2)

e。 まとめ

確認調査により,北部及び南部に旧河道 と考え られる堆積が認められた。当地の東には古川・春日川が併
走 して流れてお り,当河川に注 く

゛
埋没流路の存在が想定される。この流路に面 し,第 4ト レンチの微高地上

では弥生時代を中心 とした遺構・遺物が確認できた。微高地での調査範囲が矮小であったため詳細は不明だ

が,南西部を中心に微高地が広がるものと想定され,当該期の遺構が所在する可能性が考えられる。
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No.20六条町 38号線 (平成13年度確認調査)

調査概要

a.場 所
b.期  間
c.面 積
d.担当者

六条町

平成 13年 10月 12日 ～ 15日

約 HOだ

小川賢

2 調査内容
当路線は周辺部に林下所遺跡,六条 。上所遺跡が所
在 し,ま た新規 となる工事区間が長いため確認調査を

行つた。確認調査では,8箇所の トレンチを設定 した。
何れの トレンチでも表土直下で地山と考えられる責色

粘土層に達 し,そ の上面で遺構の確認を行なった。そ
の結果 ,第 1・ 2・ 5ト レンチで南北方向の溝を検出
した。第 5ト レンチの清は,一定の規模をもつが遺物
は出土 しなかった。東部では近 。現代の撹乱が多 く,

遺構確認は困難であつた。結果,溝が数箇所において
認められたが , トレンチ全体でも遺物が皆無であり時

期不明であった。全体 に削平を受けた可能性が高 く,

工事範囲についても同様の結果が想定されたため,工
事に先立つ保護措置は不要 と判断した。

写真15 第 2ト レンチ溝跡

第78図  六条町36号線平成13年度 トレンチ配置図
(縮尺 1洵 000)
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No.21 六条西村 遺跡 (林町23号線 平成15年度調査)

調査概要

a.場 所
b。 期 間
c.面 積
d.担当者

六条町

平成 15年 7月 22日 ～31日

約 100∬

小川賢・末光甲正

2 調査内容
a.調査の経緯 (第 79図 )
当路線の周辺部には,林・坊城遺瑯及び六条・上所遺跡が所在
してお り,路線の東西区間については,ほば新規の道路工事であ
ることから遺構確認を行った。 トレンチは路線の西半分に第 1ト
レンチ,東部に第 2ト レンチを設定 し調査を行った。第 1ト レン
チでは,近世の土坑及び溝を確認 した他 , トレンチの東端部で埋
没流路 と考えられ る砂層及び黒色土の厚い堆積層が認められた。

当流路の堆積中から遺物は出土 しなかった。当埋没流路の東部は,

礫層～黄色粘質上が上昇 し微高地 となっていた。この微高地上 と

なる第 2ト レンチでは,一定規模を有する溝が多数認められた。
この結果から,近世の遺構・遺物のみ確認 した第 1ト レンチに
ついては事前の保護措置を不要 と判断し,遺構密度の高い第 2ト
レンチを調査の対象 とした。なお当路線の工事予定地に接 し,塚
(猫塚 )の伝承 のあるマウンドが位置 し,現状で約 lmの範囲に
おいて僅かな高まりが認められた。地権者及び高速交通対策室 と

の協議により,猫塚を現状で保存することとなった。
b。 遺構の概要 (第 80図 )

南北方向の溝が 20m足 らずの範囲において, 7条 (SD01～ 07)確

認 している。何れも黒褐色の埋上で,明瞭な掘 り方をもつものが
多い。東西方向では,現況の地割 りとほぼ合致する溝 (SD08)
の他 ,柵列状遺構 (SA01)が認められた。また現況の農道にほ
ぼ接する調査地の南壁に沿い,近世の土坑及び小規模な溝が認め
られた。

c.基本土層
現況の耕作土が20～ 30cm程度認められ,そ の下位に近世期の堆
積層 と考えられる淡黄色シル ト質極細砂層が10cm程度堆積 し, こ

の直下で地山と想定される黄色系粘土層が認められた。遺構検出

はこの上面で行った。

d.遺構・遺物
SA01(第80図 )
調査地南部で確認 した柵列である。柱間距離 は0,9mと 1,2m前

後の ものに大別される。検出 した標高 は 10.22～ 10.3mを 測る。

主軸は N-104° ―E前後を示す。各柱穴 は15 cm前後 の円形状に
検出され,深度は10～ 30cmを 測る。出土遺物がな く時期不明だが ,
現況の地割及びSD08に 主軸が近似 し,古代～近世 と想定される。
SD01(第 80・ 81図 )
調査地の東端部で確認 した溝である。検出 した標高 は10,26m

前後 ,底面 は9.88m前 後を測 る。検出長は約2.8mで ,検出幅約
1.2mを 測る。北東 に伸び,N-50° 一 E前後の方位を示す。南
端部でSD08に切 られる。断面の形状は U字形を重ねた形 となっ
ている。埋土は上層に灰黄褐色砂質シル ト,中層に粘性のある黒

…

第 1ト レンチ

o                                  50 rn

第79図  六条西村遺跡 (林町23号線 )
調査位置図 (縮尺1/1000)

Ｚ
．
片
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E

L〓10.40m

W

SD01

① :10YR4/2灰黄褐色砂質シル ト

② :10YR3/可 黒褐色砂質シル ト (やや粘質 )

③ :10YR5/3にぶい黄褐色砂質シル ト

④ :10YR4/4褐色ンル ト混砂

E

L〓10,40m

W

V
SD02

① :10YR4/3に ぶい黄褐砂貿シル ト

② :10YR4/2灰 黄掲色シル ト混砂

W

E                               w

L召10.40m

① :2.5Y6/2灰黄色砂質シルト

② :2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト (やや粗)

③ :2.5Y3/2黒褐色砂質シルト (やや粘質)

④ :2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト

⑤ :2.5Y5/3責褐色シルト混細砂

WE

L=10.40m

SD05

① :10YR4/2灰黄掲色砂質ンル ト

② :10YR3/2黒褐色砂質シル ト (やや密 )

③ :10YR5/3に ぶい黄褐色砂質シル ト

④ :10YR4/4褐 色砂資シル ト

E

L〓10.40m

SD06

① :10YR3/2黒掲色砂質シルト (礫混じり)
② :10YR3/4暗掲色砂質シルト (やや粗 )

③ :10YR4/2灰黄褐色砂質シルト (やや粗)

E          W

L〓10.40m  ①

SD07

① :10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト

② :10YR4/2灰 黄褐色砂質シルト (やや密)

③ :10YR6/4に ぶい黄橙色砂質シルト

N

マ

SD8

① :2.5Y6/2灰 責色砂質シル ト

(やや密,円礫を含む)

W
L=10.40m

Ａ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

―
―
―
Ｉ

Ａ

0        1m

Ｉ

Ｅ

0        1m

遺構断面図 (縮尺 1/40)
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褐色砂質シル ト,下層に砂質上が堆積 している。所属時期を示す出土遺物はないが
び埋土の特徴から弥生時代～古墳時代 と推定される。

SD 02(第 80・ 81図 ) |

調査地の東部で確認 した溝である。検出 した標高

は 10.26m前後,底面 は10,07～ 10,Hmを 測 り緩やか
に北東へ下が る。検出長は約 2.8mで ,検出幅0,8～
1.2mを 測 る。 N-42° ―E前後の方位 を示す。南端
部で SD08及 び近世期の上坑 に切 られる。断面の形状    |
は壁面の中位に段が付 き,上部 は緩やかに立ち上が sD02
る。埋土 は中位の段部を境 に 2層 に分層された。明

瞭な時期を示す遺物はないが, SD08と の前後関係及  第82図
び埋土の特徴から古墳時代を中心に推定される。

電

２３４

,SD08と の前後関係及

SD08

0

|ヽ

235

10cm0                5c rn

SD 02・ 08出土遺物実測図 (縮尺1/4)

出土遺物 (第 82図 )の うち,234は 鉄製品である。錆が著 しく,器種は不明である。
SD 03(第 80・ 81図 )

調査地の東半部で確認 した溝である。検出した標高は10.26m前後,底面は 10.05m前後を瀕Iる 。検出長は

約 2.3mで ,検出幅0.4～0.5mを測 る。 N-18° ―E前後の方位を示す。南端でSD08及 び近世期の土坑に切
られる。断面の形状はU字形で,埋土は 3層 に分層で きた。時期を示す出土遺物 はないが ,SD08と の前後
関係及び埋上の特徴から古墳時代～古代 と推定される。

SD 04(第 80・ 81図 )

調査地の東半部で確認 した溝である。検出した標高は10.26m前後,底面は 10.12m前後を測 る。検出長は
約 2.4mで,検出幅0.5～0,6mを 測る。 N-8° ― E前後の方位を示す。南端でSD08に切 られる。断面の形状
は船底形で,埋土は 2層に分層で きた。時期を示す出土遺物 はないが,SD08と の前後関係及びこれにほぼ
直交する位置関係より古代頃と推定される。

SD05(第 80。 81図 )
調査地中央で確認 した溝である。検出した標高は10.27m前 後,底面は9.87m前後を測る。検出長は約2.4
mで ,検出幅 1,0～ 1.2mを 測 る。N-41° ―E前後の方位 を示す。南端部で近世期の溝状遺構 に切 られる。
断面の形状はW形をし,埋土は上層に灰黄褐色砂質シル ト,中層に黒褐色砂質シル ト,下層に砂質土が堆積
している。時期を示す出土遺物 はないが,規模及 び方向性等で SD01と 共通 し,同時期頃のものと考 えられ
る。

SD 06(第 80。 81図 )

調査地 中央部で確認 した溝である。検出した標高は 10.27m前後,底面は9,83m前後 を測る。検出長 は約
1.6mで,検出幅約 1.2mを 測る。 N-35° 一 E前後の方位を示す。南端部でSD08及 び近世期の上坑に切 られ
る。断面の形状は,中位に段が付き,西面の壁面が快れる。埋土は 3層 に分層できた。時期を示す出土遺物
はないが,規模及び方向性等でSD01と 共通 し,同時期頃のものと考えられる。
SD 07(第 80,81図 )
調査地中央部で確認 した溝であ る。検出した標高は10,31m前後,底面は 10,15m前後を測 る。検出長は約
2.Omで ,検出幅約0.5mを 測る。N-23° 一 E前後の方位を示す。SD08に切 られる。断面の形状は船底形で ,
埋土は 3層 に分層できた。時期を示す出土遺物はないが,規模及び方向性等でSD03・ SD04に共通 し,同時
期頃のものと考えられる。

SD 08(第 80・ 81図 )

調査地を東西 に横断した形で,確認 した溝である。検出 した標高 は10.25～ 10,32mで ,底面 は10.13～
10.25mを 測 り東へ下がる。検出長は約 20mだ が,断続 し西方向に伸びる。検出幅約 0.4～ 0.5mを 測る。やや
蛇行気味だが,概ねN-102° ― E前後の方位を示す。断面の形状は船底形で,埋土は灰黄色上の単層であ
る。出土遺物より古代のものと考えられる。

出土遺物 (第 80。 81図 )は 1点のみであつた。2351ま須恵器底部である。高台内及 び高台脇に線刻が認め
られる。

e。 まとめ

調査地の東半分で,南北方向の溝が多数確認された。出土遺物は希薄であつたが ,規模及び方向より各期
に開削されているものと考え られる。北に近接する六条・上所遺跡では,弥生時代後期～古墳時代にか けて
同方向を示す溝が多数確認されており,当地で確認された溝群はこの上流に相当する可能性が考えられる。
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高速交通出土遺物観察表

一日
何万

報
呑 器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

1

須恵器

奉
(100)

/1・ 薗 :回路 ア ア ,ハケメ 箇

2 石鏃
(長さ) 阿

‐Ｒ
(ザ早さ! 重さ:08g

有梅 風イ陀サヌカイト

3
娯 息 質 上 群

然
128

/卜 EI口 豚 ～ 件 司):四笞 アア 底 剖十回審 ヘ フ切 I

為面 :回転 ナ デ

/1・面 :灰 自5Y8/1 雹

4
須忌 質 土雄

杯
124 朴薗体 都 :回転 ア ア ほ 剖

`:凹
格 ヘ フクス ツ

Å雨!回転サデ
ぐや密

5
須思器
抹

ツト回猾甘卜:四幣アア 瓜晋卜!傲アア
Å面 向離手デ

ぐヾ竹

6
須 息 呑

然
126 朴山 口縁～体部 :回転ナデ 底部 !回転ヘラキ

内而 :回転すデ
朴面 :灰 自N7/ 盃

7
黒色 土器板
底部

ア
一す

フ

＋

四

言

令
Å

朴山 :掏〃ω OYR5/1 mmtt「 の ね 央・ 長

8
察思器
碧 (160)

朴面 日縁部 :回転ナデ ,体部 :平行タタキ
ぬ面 日縁部 :回転ナデ 体都 :当 て星落 ナデ 丙 市 庁 白

胎

9
上悟中名昔
碧

面

商

外
内
ヨヨナテ
ョコすデ

朴面 :灰 自10YR7/1 mm以 下 の石 夷・長
守・三 科 歩合 す。

土師器
落

画

面

朴

Å

ヨヨすア
ヨEIサデ

朴山 :にか い黄橙 10YR7/
内面 :に掟 い普繕 lovR7ノ

2mm以 卜の石英・長

11
土目市著;
素 (145)

外面 :ナデ ,指押さえ
Å面 :ナデ 指押さテ 内雨!にぶいき格lovR7/

鶉鷹
122

/1・面 :灰 自N8/ やや密

13
須思器
杯 奉

朴薗 :国審 ナ ア ,国格 ヘ フケスツ
Å面:ナヂ

71.山 :灰 日 N7/ユ やや租

14
復忌器
杯身 (21)

回
商
朴
内
回 路 ア ア

回 転 ナ デ

言力(blj6/1
現吉灰 5R7/

胎

須息器
抹 (m)

朴面 :灰 自N7/ やや密

斡訴
Å面:すヂ

騎

17
復忌耕
杯 藝

画
面
朴
角
回 路 ア ア

ナデ ナ司F言 庁 NБ ′

須息器
碁

朴面 :灰 日N7/ 乙 ↑向 :日 然 細 4寸看

察 息 希
(120)

腋

須忌林
書 (170)

/1回 体 甘卜!回路 ヘ フグス ツ

Å而体都:ナデ 指押ドア Å蒲 苦庁9凩vБ
胎 箕罰∫/9ゝら肩部イこ力ゝ 1,目 然淋自付看

須息器
姦

/1‐ 面 口縁部 :回転ナテ 体部 :カキ ロ 面

面

ホ

Å
灰 自N7/
匠 白N7/

やや密

察息希
奉

画

面

卜

Ａ
♭(N6/
圧N7/

匿

須思器
蓬 (77)

朴回収音卜:回転 アア 杯普卜:ググキ後
"十
日

Å面 堂イ亘痘
腋

須恵器

甕
内面 :回転ナデ

ホ面:灰自N7/
Å面:灰白N7/

歴

頸部ッ＼ケ原体による縦位施文

土帥器
払

152 (69)
朴面 :イこぶ ヤ`褐 7 5YR6/3 lmm以 下の石夷・長石

歩を手す。

土ド印君岳
欲

朴南 :ヘフクス ツ,接含 涙 Zmm以 卜の石英・長石

土師器

欲

画

面

朴

Å

ヨコアア ,ヘフケ承ツ
睦減のため不明

朴画 :にふ い橙 r5YRr/3
A百 :すこぶい搭7 5VR7/3

黒色土器
締

外面 :ナデ
六面 藩船 の■あ木 HH

小面 :にぶ い貢橙 10YR7/4
A悪 匝善楊 invPA/,

lmm以 下の石英・長石
歩をきす。

土 H中希 132 (34)
朴薗日稼部 :ヨコナラ府 体詈卜:タテハク
Å面 □綴鍬 ョコ十ヂ 伝欺 紆サデ

朴薗 :にぶ �`褐 7 5YR6/3 )5mm以 卜の石夷・長

土師器
奉

朴薗 日豚 部 :ヨ コケ テ 杯 郡 上 半 :ダブハ ク

Å面回縁魏:ナデ
奉

ぶ

薗

葡

朴

対
,`ミ 4登 10YR7/ツ
苦ヽ繕 lovP7/,

lmm以 卜のね央・長狛

土目市器
客
250 朴面 日縁部 :ヨヨナデ 頸部 :タテハケ

Å面 口綴部 :ョコナデ 体部
「
半フ ケヽ 移合羊

ホ面 tにぶ

対面 :にぶ
貢`橙 10YR7/4
音ヽ棒 lovR7/4

mm以 ドの ね 央・長 ね
ォ全 ォ●

土目中絡
奉 (93)

ント回 :グア/｀グ,Jx綸浪
Å雇言IJコハケ

ホ面:にぶ 4`局 7 5YR5/4 1～2mmの 石夷・長石

二 H中名岳
錦 Å面依都 !ョコナデ 移合痛

ユmm以 卜のね英 。長

土目巾器

錦

/1薗 :アア

Å面:ヨコハケ 樗合痛 て́きォ●

土目中器
綿

朴面 :ナテ 朴面 :にぶいイ登5YR6/4 lmm以 下の石英・長
石・三舟歩合 テ●

土 帥 質 土 益

林

朴面 :にふ ψ` 4●
‐7 5YR7/ lmm以 卜のね英・長石

土師質土恭
係

11 0
ア
一ア

ツ
サ

凹
面
↑
Å

ぐヾ竹

土 帥 質 土 林
杯 (21)

朴面揮 滅のため不明
Å而控 滅のため不明

朴面 :灰 自
Å話 庁 白

やや密

土帥質 土絲
抹

日

占

灰

膨

山

言

朴

ヽ

OYR3/1 lmm以 卜の石夷 。長石

40
主 H中負 上 為

杯

口

白

体

醇

囲

市

↑

丙
ぐヾ笹

土帥質土益

孫
110 朴向 :ヨ ヨア ア

大雨 磨 減 の ■お 木 明 ヽ而 !浅昔椿 7 5YR8/3
土帥質土益
抹

朴面 :すテ 朴面 :灰 自10YR8/1 否

上 印 箕 上 益

杯

土師賃上益
杯

璧

土 帥 質 土 器
抹

116 朴回 浮奔顔 の T‐ の コヽ 明

勺面 :麿減 のた め不 明

卜面 :灰 自25Y3/1
有百 :灰 白25Y8/1

をmm以 下の石夷・長雅
″合 沸

土帥質土黙
抹

Ⅲ薗:灰日10YR8/2 やや箱

上 H巾負 土 誘

豚
122 朴向 :摂貢 橙 γ bYR8/4
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エロ
ロ石

報

悉 器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

土印 賃 上 益

然

牛曲 :摩夙 のた め コヽ 明
入覇 藩 競 のを おス HH

外 面 :灰 自75Y3/1
丙 蒜 ,7白 7 5VA/1

やや石

土師質土器 130 (15)

土 帥 賃 上器

杯 六F言 :匠 占25Y8/
やや密

土 H口質 土都

杯

朴向 擦 激 の ため コヽ 明
斎市 磨縮 の I・・ハ 木 HF

外 面 :灰 自7 5YR8/2
内雨 :灰 白7 5YR3/2

やや密

土師賃 土器

罫

′卜gI:ア ア 器向 :灰 日10YR8/2

土帥質土器
抹

朴曲 !ヨヨナア 山

市

な
力 確 善 搭 7 5VPR/X

やや密

土 HRI質土稀
然

卜薗 :摩顔 のた の 4ヽ明 外面 :灰 自 10YR8/1
丙蒜 匠 白 1∩VPA/1

をmm以 下の石葵 。長雁

土師質土器
14N

朴面 :すデ 回

言

↑

斉
ぐヾ密

土帥質 土益
抹

72
朴薗 :に小 い猛力 YК r/4 硲

主 帥 賃 上益

杯

ア

お
ア

ブ

サ

画

面

朴

Å

/1・面 :灰 自10YR3/2 lmm以 下の石夷・長石

土 RRl賃土益 ツト回 :口啓アア ,アア lmm以 卜のね 央・長

土Fn質土為
早 全

画

面

朴

Å

ヨコナ ア ,

ココナデ
え

ア

押

押

名

指

mm以 下の石英・長石
ォてきォ。

碍に煤 付看

上印質土森
P奪

外面 日縁部 :指押さえ 体部 :指押さえ後ハケメ
Å雨 ッ ケヽメ

面

而

朴

対
1こぶヤ`貢橙 10YR7/
にぶい歯構 10YR7/

lmmtt Fの石英・長石

土師質土排

早峯
222 ホ面 :にふ い橙 7 5YR7/4 lmm1/kい のね央・長ね

上HHl質土益
都

(23)
外向 :ハケメ,宿押 さえ
内面 ハ ケ メ Å面 :にぶ い苦椿 lovR7/つ

tmm塚 Ⅲr/2ね 央・長 ね
予合 す。

凡賃上希
仏

外画 :叫 jき浪 r

内而!ヨコナデ
年回 :ル(N4/ やや密

土日n賃土緋
錦

外面 :ヨコナテ ,指押さえ 朴山 :に小 い吏橙 10YRO/U

土帥質土益
錦

外向 :ナテ ,ノ＼ケメ
Å面:ナデ ハケメ

朴画 :'こ妻■V｀作動r bYК b/3

内而 :にぶい音構 loYR7/3
lmm以 下 の 石 英 。長
石 ,色 FARパ歩合 才β

土 H中負上蕎
舗

外面 日縁端部 :ヨコハケ ロ縁部 :タテハケ
Å蔽 口縁都 :ヨコノヘケ

ホ面 1こぶい貢橙 10YR7/ lmm以 卜の石英・長石

± 8Rl質土器
Л却

朴向 :にふ い絢 7 5YRO/3

上帥質 主絡
脚

朴面 :1こぶい褐 7 5YR6/3 lmm以 下 の石 英・長 石
歩合 す。

二 H巾負 土お
脚

外面 :にぶ い褐 7 5YR5/4 [mm以 卜のね英・長

70
土帥 質 土器
Л畑 (48)

外向 :にか い橙 7 bYRイ /3

71
上帥務
に常R

(16)
7「画 :明 亦御 b Y ttb/
A市 日日未 想 囁Vp″

)5mm以下の石英・長
FT,mmゐ 与万歩合 す(

察息箕土絡
廣郎

(25)
Ⅲ画 iケア
角市 十デ

琳面 :灰 N6/ やや紹

73 サヌカイト片
(長 さ, 副

７

ｍ
ｕ
ｎ

('早さ)

染 4寸
p賃 73

n山 :ロクロケテ
米面 :ロクロナデ

佃 :力(日 blIYも /1 雷艮密

二叩負 土益
統

(23)
/r画 :すア
ヽ市 十デ

■面:灰自25Y8/2 ζ

土 HI質土器
抹

84
一ア

いア

ナ

十

面

面

ホ

式
卜画 !歩(日 25Y8/]

77
土師質土器

郷

朴山 口縁～体激∫:ナア

底 部 :回転 ヘラきり

朴画 !♭K ttZ bYS/1

勺面 :灰 白25Y8/1
lmm以 下の石夷。長雅
を含む

土師質土器
イ

(17)

朴薗日稼～体剤
`:ナ
テ

底部 :回転ヘラきり 勺面 :灰 白ЮYR3/2
lmm以 下の石英・長κ
を含む

土帥質 土器
抹

］

市

↑
斎

蕗

土 帥 質 土益

杯

朴画 :すア
Å面:ナデ

朴面 :イこぶ �ヽ本登7 5YR7/電

対而 :1こぶい構 7 5YR7/」

lmm以下の石英・長石

主帥負 主補
杯

54 17
デ

デ

ナ

ナ

面

而

朴

内

平瓦
e鵞さ)

`7Rヽ

朴向 :にふ い東 僅 10
石・
=舟
歩全 か

平 瓦
け髯さ,
(94】

狩
成

何

日

十

希

回

市

「

憫

朴面 :橙 7 5YR7/6
丙而 :椿 7 5YR7/6

lmm以 下の石夷 。長石

い生二番
著

116 (145)
外面 体 部 :ヘラミガ キ
六百 疹 減 の I― あ 木 明

ホ面 :灰貢褐 10YR5/2
対面 圧苦楊 lovP6/2

lmm以 卜のね 央 。長 准 口縁端音卜塚」み 日X

弥 生 土 器

蒔喜R
11 8 (43)

朴向 :にふ い 東 橙 10Yttr/を

弥生上器
虐蔀

Fr薗 :橙Zう YltO/り

Å面 :灰昔25Y7/2
〕mm以 下 の石 英・長 石
夢全
=P

上 H巾器

杯

朴面 :イこぶい橙 7 5YR7/8 lmm以 卜のね英・長石

須思器 /1・ 面 i回転ヘラクスリ 朴向 :灰N6/
Å面 匠雨6/

胎

弥生土絡
欲

128 (44)
朴向 !にか い東 徹 けYК O′ tmm以 下 の石 夷 。長 石

歩全 す。

弥生土希
廣革[

薗

帝

ヘフミガキ 面

而

朴

角
にぶい1掲 7 5YR5/3
1こぶいネB75YR5/3

[mm以 卜の石夷 。長石

土師器

帝

小面 輝 滅 のため不 明

角而 建 減のため不 明

lmm以 卜のね央・長 FH

蕃

歎

帥

綴

土

ロ
(22)

朴曲 」こか い橙 イbYRイ /4

土 帥器

嵩 抹
(27)

朴山 :ヨ コす テ 外面 :にぶい貢橙 10YR7/4
Å而 :にぶい音椿 loYR7/3

2mm以下の石英・長
万・為 門万・三舟歩合〕

把副糸阿益
m (17)

ア

一
イ

ア

十

画

市

午

汽
lH:オリーフ貢5Y6/3 匿

須忌器

口形k部
130 (14)

一ア
いア

ナ

ナ

面

而

十

勺
踏
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雷

号

報

番 器 種 調  整 色  調 胎  土 備  考
察 息 器

脚 菩К

面

面

朴

対
回転ナデ
十デ

山
市
↑
丙

騎

無包 二番
桃 (内黒 )

(14) ア
ぉす

フ
キ
回
市
↑
対

卜面 :にぶ い貢橙 10YR7/〔
汽屁■ 協 貶 7 5VP4/1 ′をき,ド

阿器
□承夢喜К (07) Å而:ナデ

佃 :力(10Y6/] 盃

醐鰍
朴向 :ヨコナテ
角面 ョコ■デ

Ⅲ向 :ル(日 bY′ /1
勺雨 :沐春7 5YR7/6

刃器
(1髯さ)
61 呵弱 07

土日中器
書 (35)

今 回 :アア
Å言 十ギ

向

雨

朴

斎
イこふ�`種 7 5YR7/3 !mmtt「 の 4E央 °景 4

土師器
奪

牛面 :灰貢褐 10YR5/2
勺面 :′更褐 7 5YR5/2

器

獣

恵

綴

察

□ (23)
芍而 :回 H_Fサデ

回
百
↑
角

電

斡帥
(141

画

面

↑

Ａ 同 蝶 十 デ
殊

庁

凹

市

↑
汽

笛

須忌器

高芥
(52)

ア
学
フ

キ

啓
離
］

画

回

雨

４
丙

朴面 :灰 自N3/
汽面 咸 白雨R/ 茅合 ,,

外向玲剤
`:凹
腺 1条

鶴訴
外 面 :回転 ナデ

内而 :回転 ナデ
やや密 JttZ余

卜下 ク価 の ス労シ 1村
須息希
高抹脚革ほ Å面 ヘラケズリ 十デ

ⅢltE功(日 Nイ /
ヽ面 匝 白N7/

踏

須忌器
慈 202 朴面 :灰橙 5YR4/2 至

109 察息器
碁

外 面 :回転 ナデ
丙面 同簾十ギ

踏 州クト回 H豚剖Si日 終TH何看

斡増
(1 7)

外 面 :灰 自N7/
丙 面  A/白 N7/

111 須恵器
抹 善 (17)

ア

おア

ア

ナ

向

而

外
Å

仄

匝

国

市

朴

丙
堅

杯 身

ア

サ

ア

十

画

面

朴

Å
仄
庁
山
市
今
丙

管

須 恵 器
蒔望R 六面康■【:同蘇 ヘラケズリ

灰

序

回

百

朴

ヽ
晉

114
弥生土器
書

外面 :ナデ

内面 :ナデ
外向 :ヤこ奉い倫 7 5YR6/3 lmm以 卜の石夷・長

弥生止蕎
碁

外薗日稼部 :ヨコナテ 体部上半 :指押さえ
Å面 ヘラケズリ

回
簡
朴
内
にふ V｀種 rぅ YRr/4
明褐灰 7 5YR7/2

弥生土器
帝節部

外画鎮淋 ツ グ`メ
内而覇郎 檀 減のキあ不爾

画
面
外
内
にない衰褐 10YR5/3
黄灰 25Y6/1

Imm以 下の石英・長
石・為開希・T‐舟歩合,

Ⅲ画体部上半に41EJEき 板状X

117
弥生土器
率

71・ 向 口稼部 :ヨコすア 体部 ツ クヽメ
内而伝剤 !ヘラケズリ

面

商

ホ
Å
イこぶい褐 7 5YR5/3
1,黛い苦椿 invPク /F

′mmメ ドのね 央・長
F・ 為 PARパ・蛋 毎 歩街

弥生土器
書 (99)

/1同 体剖
'平
否扱 のた明 明ヽ

内帝体部 :指押 Aタ
回

市

↑
六

弥生土希
廣専思

ント回 底 言い:摩 Vblの に の コヽ 岬
Å面虚獣 磨減のナお本 tHH

か

ぶ

回

面

外

為 子7 5YR7/3 ″セ碁)●

切 仁ヽ 止 喬

言 抹
216 朴回日稼剖

`tナ
テ 不罰∫:ヘフケスリ後ヘフミ/●言

Å面 口綴部 !ナデ 杯草ほ:ヘラミガキ
朴向 :にふし湘差7 5YR6/4 mm以下の石英・長

弥生土器
忘杯 R創蔀

フト回 Bl円 :ゝ動 の たの 企 明
大面 RIn獣 ヘ ラ歩 ズユ〕

い生土希
廣をほ (38)

Å面に喜Rチデ ヘラケズリ
朴面 :にぶ い褐 7 5YR5/4

色 門 病 歩 合 ,β

弥生土器
姦 (37)

朴画底 郡 :‐フミガ キ 朴向 :にふ い赤褐 5YR5/4 lmm以 下の石夷・長

弥生上器
廣蔀

ント回底 ‖ 摩 腺 のた の 企 明
六面 Fr喜【十 デ

察息益
高抹 善

灰
圧
画
面
ホ
角

やや密

須思務
抹 筈 ■ 2

朴向 :回転 ア ブ ,国唇 ヘ フタス ツ
角而!同転ナデ

厨

須息器
然 善

面
面

朴

丙
回転ナデ ,回転ヘラケズリ
ナデ 芍而 :灰 白N7/

胎

察息器
杯 蓄

′卜画 :》(囚ツ 語

須恵器
抹 身 式悪 回 岳 十 デ

騎

須息器
恵杯 脚蔀 対面 ョコサ デ  斧 lo日 Å面 書貶氏R5/1

ぐす`ξ'密 lq日

`上
段 :塊扶 1対のスカシ

須思希
言

(105)
やや密

須恵器
書 (138) 対面 薩 ILR指加 大シ

ぐや笹

須息器
恵抹

牛面 :灰 自N7/
勺而 〔灰 白N7/

企剖∫:凹泳 1条

斡触
(21)

須恵器 135
芍而 ナ デ

璧

須息器
書

′卜EI:回 路 ア ア
勺面 頸 部 :回転 ヘ ラケズ リ 体 部 :回転 ナ デ

外 面 :灰 6/

内而 :灰 6/

二帥 gtF

奪
朴薗 口稼音卜:ヨヨナテ 体音卜:タテハク !mm以 下の石英・長

石・名開オ歩合′β

弥生土器 136
/1画 口稼部 :アア 杯部 ド十 :ヘフミガキ

芍而 口範都 :すデ 依執 下半 :ヘラケズリ

向

市

審

六
にふい掏 7うYRb/4 張部 グトEli四 保 Z余

隔蔀 る 面 岡鎮 負峯

弥生土器
高抹

222 (27)
′卜回 口豚 FI】 !アア 玲 部 :ヘフ 力ヽ千
ヽ面 口綴喜Rナヂ 抹蔀 ヘラSガキ

外 面 :牽島7 5YR4/6
丙 面 拐 7へVP〃 A 石 .奎母 歩 合 ,。

弥生土器
率

牛向 口稼 部 :ナテ 体 部 :ハケメ /1‐ 菌 :にぶい橙 7 5YR6/4 ιmln必 ドの ね 央・揉

弥生土器
恋

年向 :アア

角而 :ナデ 指押 Aタ
外H:イこI・い掏 r5YRう /3
Å面:にぶいIB7 5YRVa 呻抑弥生土器

暮 (22)
国
商 ヘラケ却 )

外面 :にぶ い貢橙 10YR7/E
内而 :にぶい嵩椿 loYR7/C 石.る 開万歩合 か

弥生土器
欲

郡

数

稼

纂

向

市
摩捩 のため小 明 外向 :黒 7 5YR2/1 ,mmメ ドのね央・景 ヨ縁端部 :凹線 3条

須恵器
虐喜R

回

雨

ヘフグスツ
サデ

人

庁

山

市

今
Å

確
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告

号

報

悉 器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

石府 T
(す髯さ,
64

副

５
く
'早

ё
12

藍さ:653g

弥生土器
惑
120

lmm以 卜のね夷 。長

器

蔀

土

陶

生

抹

弥

恵
卜向 :ヨコケテ
対面 :ヘラケズリ

向

商

外

Å
に要工V｀テq雇こlυ YR6/」
にぶい昔搭 loYR6/3 Ff・ 心 開 パ 歩 合 わ

弥生主希
率

(54)
薗

而

■

芍 ヘラケズリ
面

帝

外

内
にぶ�`4登7 5YR6/4
反昔25Y7/2

′mm必 けの ね 央・長 ね

弥生土器
FF凱 72

朴面底部 !摩滅 のため不 明 l～ 2mmの ね奥・長ね

須息器
虐蔀 A面 回線十デ

須息器
外 奉

(26) 対柄 回 離 十 ギ
牛面 :灰 日N8/ 晉

須忌器
抹 身 (21)

瞥

須息器
邦 身

Ⅲ山:回転ケテ
杓而:同鉄ナデ

紹口
白
沐
序

凹
言

杯 身
123 (20)

4向 :凹憾アア
角面 画 離 +デ

小面 :灰 N6/
ヽ雷 匠 白雨7′

晉

須忌器
抹 身

踏

須忠絲
抹 身

120 (21) ア
おす

フ
キ
回
言
↑
Å

沐
匝

回
市

踏

杯 身
142 (21) 丙面 同 熊 +学

牛面 :灰 自N7/
勺帝 :灰 白N7/

lmm以 下の石英・長石

察恵器
杯ラ イ藝 ,ゝ

踏

須忠器
抹 身

踏

杯 芸

/1血 :回密 ヘ フグス ツ,回審 ア ア
対面 回 線 十 デ

牛面 :灰 自N8/
勺帝 :灰 白N8/

堅

狽恵器
欲 (52)

/1・向 :衡灰 5YR6/1 監

察息器
恵抹脚都

124

杯 芸
07)

向

而

本

勺
回 猛 ア ア

回転ナデ
牛面 :灰 日5Y8/1 踏

須忌器
u4N身

哲

須息器
盲然 RH都 Å而:同議ナデ

必

須思希
高杯脚部

ア
いア

ア

ナ

回

而

朴
内

卜面 :灰N6/ 雪

察忌器
碁

埜

弥生土器
書

182 (51)
朴向 口稼 部 :グアハ グ 頸 部 :ダアハ ク

Å面蛹絡 !ョコすデ Å,百 tr式 しヽき怒 invPA/ィ 石・宣母芹合すo
口稼 職 卜:凹泳 探

主 II中希
相手

ア
デ
ア

ナ

回

而

外
内

ホ面:にぶい橙7 5YR7/И 1～2mmの 石夷・長石

ノ|ヽ 鉢

膚 艮

諏
続

(31)
ア
（ア

フ
ナ

囲
面
↑
Å

制 :明 緑 ル(lυ llY′ 畜

石鏃
け驚ё,
29
阻
鶴

('早 ё,
04

重さ1 lg

173
須恵器

郭蓋
11 2

口縁部 :回転ナデ

内面天上部 :回転ヘラケズリ

朴薗 :灰 日10YR7/1
勺面 :灰 白N7/

lmm以 卜のね央・長
石・角閃石・雲母を含
む

外向大上剤
`:目

然和付看

」ニド印名岳
′卜J_l前 1廣荘

77
司向 :糟印 さえ
ヽ面 指 翔 式,

本面 :橙 2 5YR6/8
角而 :緒2 5YR6/3

2mm以下の石夷・長石

察恵器
′卜杉善

船

射訪
対面 :匠昔 25

１
″ 石・る PAFI万 歩 全 か

177
主帥器
率

(30)
フ

ア^

ツ
サ

凹
面

面

而

朴

勺
灰褐 7 5YR5/2
明灰褐 7 5YR7/2

lmm以 下の石英・長石

須思器 ′
卜回 :回審 ヘ フグ 笛 応音卜!現状 円子Lll日

弥生主器
床 口書

朴向 :ヨコすア ,ハケメ lmm以 ドのね央 °長ね
″含ユ|

須息器
率

(62) 烏市 画 HI_十ギ
朴面 !灰 75Y6/1
Å而 :灰 75Y6/1

[mm以下の石英・長石

須忌器

高杯

デ
デ
ナ
ナ
面
而

卜

勺

ント回 :仄 日b/ 圃

須思器
高抹 RmttК

ア

一

ア

キ

胎

察息希
牽

外曲 :ル(日 Zう Yr/1 やや密

須恵器
杯 奉

142
/1‐回 :回審 アア

勺而 :回転ナデ

各 lHツ K tt N r 匿

須恵器

杯身

′卜回 口豚 ～ 体 剖
':口
審 ア ア

藍部 :回転ヘラケズリ
対而 :同転すデ

画
面
か
内 灰 白6/

笛

須恵器
惑

′卜回 :伶
=「
日ググキ 躇

杯
137

lmm必 卜のわ共・長ね
″合すo

主 H巾器
嵩杯 脚執

外画 :確うYRり/6 lmm以 下の石英・長
石・三舟歩全

=F
須思器

甑
(77)
牛面 :回転すデ ,ヘラケズツ
A百 同Ilr十デ

外面 灰 自25Y7/

土帥器
碁

外向 :浅吏橙 OYR8/Z

鶉励
やや径
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報 首

番 号
器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

察思希
杯 身

朴向 !禍灰 10YR6/1 やA‐密

察恵器
嵩然 Π畑獣 (11)

デ

＾
ア

ナ

ナ

面

面

外

式
騎

鍛冶器洋
(長さ′ 印

ｎ

岬

６

さ

（

厚

■

鞘勅
(33)

やや密

籍訴
画
面
朴
内
口 審 ア ア

回 転 ナ デ

〕
飾

人

庁

四

�

↑
Å

船 外曲称剤
':死
繰 I条

斬訪
ホ面 :橙 5YR6/8
汽面 藩 5V酪 /ハ
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第 4章 まとめ

四国横断自動車道関連特別用地対策事業は,高速道路建設により影響を受 ける周辺地域の道路や水路等整
備事業であるが, 中でも大 きな影響を受けるインターチェンジ (IC)周 辺での事業量が多かった ことから,

これに伴い埋蔵文化財調査も高松中央 IC付近 となる高松市林町～六条町,高松西IC付近 となる高松市檀紙町
～中間町周辺において行つてきた。平成 8年度～ 15年度に亘る調査であったが,道路拡幅部分が大半を占め,

細い トレンチ (試掘溝)を上記地域の各所に掘つた形 となった。このため,検出した遺構の意義付けが困難
であった反面 ,遺跡の広が りを把握する点では有効な調査であった。また現有の道路・農道に沿つた範囲の

調査が多 く, これに合致 した溝・畦の確認 により,各地区での (条里型)地割 りの施工状況がうかがわれる
ものが随所で認められた。高松中央IC及び高松西IC周 辺部の調査は,さ らに 2小地区に細分でき,本章では
地区ごとに遺跡の確認状況を槻観 し,ま とめとしたい。

【檀紙町～中間町周辺】

《檀紙町北部》 :高松西 ICの北側に位置する (注 1)。 四国横断自動車建設に先立ち,中森遺跡や八幡遺跡
が香川県埋蔵文化財調査センターにより発掘されている。本報告で掲載している中森遺跡の南北方向の溝は,

現況の地割に合致しており中世段階まで遡ることが判明した。溝内では石積み状の遺構が認められ,遺物も
まとまって出土していることから,県調査により検出されている中世集落を構成する一つの要素となる可能
性がある。

蕉中間～御厩町 。檀紙町南部》 :高松西ICか ら北東方向の地域である (注 2)。 香川県埋蔵文化財調査セン

ターが調査した古代集落遺跡である正箱・薬王寺遺跡が知られており, この遺跡では条里地割に規制 された

集落構造が確認されている。一方,古川を挟んで対岸の縁辺部に位置する津内 。東井坪遺跡 (本報告書掲載)
では,平安時代に属する条里地割とは一致しない溝が検出され,中 。近世期になり条里地割に合致し里界に

相当するとみられる大畦畔が検出されている。このことから古川の西岸或は流域周辺部においては,条里制
施工が遅れることが考えられる。また当地区で行われた確認調査及び工事立会では,近世のものを除くと遺
構・遺物は希薄であることから, これら周辺部は近世になり開発が進んだ地区である可能性が考えられる。

【林町～六条町周辺】

《林町周辺》 :高松中央ICか ら北方向の地域である。中央ICの直下は,縄文時代晩期～古代期にかけての

林 。坊城遺跡が所在する。現況の地割の乱れが示す様に,北方へ向 く菫該期の埋没河川の存在が考えられ,
林下所遺跡はその両岸域に位置している。微高地上では, 当河川と併走する様に弥生時代前期の溝わヽ 林下

所墓地や林町 8号線内で確認された。林町65号線及び林下所・木太今村上所遺跡では,当河川より発すると

みられる北東方向の支流部を認め,古墳時代以降と想定される埋没までの間に各期の遺構・遺物が確認され
た。この地域はこれまで遺跡の空白地帯であつた力ヽ 特に古墳時代後期～終末期にかけての掘立柱建物跡や

溝といつた集落を構成する遺構は,高松平野全体においても確認事例が少数であるため,重要である。今後 ,
この時期の遺跡調査が進めば丘陵部に群集する古墳群との対比が可能であり,注 目すべきものである。古代
以降では,六条町・林町との境となる六条乾・林下所遺跡で条界線上の溝の他,林下所 。木太今村上所遺跡
でも現況の地割に合致する溝・畦が認められる。

《六条町》 :高松中央ICか ら東方向の地域である。確認した遺構・遺物はやや希薄であつたことから,各期
において集落の縁辺であった可能性が考えられる。この地戯 も遺跡の所在については不明であつたが,六条上
川西遺跡及び六条西村遺跡の所在が判明した。六条上川西遺跡は東を流れる古川・春日川流域の西端に属し,

中世以降に安定した地割となったことが想定される。これ以前は流路及び低地が大半部を占め,南部の微高地
において弥生時代の遺構・遺物を確認し,南西部を中心に弥生集落が所在する可能性が考えられる。一方,六
条西村遺跡では,西側に現況の地割り及びトレンチ調査により林・坊城遺跡に至る北西方向の流路が想定され,

その東岸の微高地上に六条・上所遺跡の上流部とみられる弥生時代～古代の水路が確認されている。

(注 1, 2)高 松西ICは ,ハ ーフIC, 2箇所の総称であ り,檀紙町所在のもの (注 1),中 間町所在のもの (注 2)が ある。
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１

林浴遺跡 (林町61号線)調査地全景 林浴遺跡 条里坪界線

林下所遺跡 (林町60号線 )
平成10年度 工事立会時遺物出土状況

林下所遺跡 (林町60号線 )
平成10年度 工事立会箇所全景

中森遺跡 (檀紙町27号線東区間 )

第 1ト レンチ SD 01集石部 (西から)
中森遺跡 (檀紙町27号線東区間 )
第 1ト レンチ SD 01(北 から)
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津内・東井坪遺跡 調査地東部

津内・東井坪遺跡 第 1ト レンチ西壁

津内・東井坪遺跡

1-彗与Ⅲi
|(上  i′ :■

津内・東井坪遺跡 第 2ト レンチ西壁

津内・東井坪遺跡 第 6ト レンチ西壁

津内 。東井坪遺跡 第 3ト レンチ西壁



図
　
版
　
３

「

       |

林下所遺跡 (林町60号線)No.2-1区 ,SE01掘 削状況

林下所遺跡 (林町60号線)No.1区礫堆積検出状況 林下所遺跡 (林町60号線)No.3区 ,SD04完掘状況

林下所遺跡 (林町60号線)No.3区 ,SD05検出状況

林下所遺跡 (林町60号線)No.2ぃ 2区 ,畦畔状遺構検出状況

林下所遣跡 (林町60号線)No.3区 ,SD04・ SD07掘削状況

林下所遺跡(林町60号線)No.3区,SD03(坪境 )検出状況

林下所遺跡 (林町60号線)No.3区 ,SD―X検出状況
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林下所遺跡 (林下所墓地)SD02遺物出土状況

林下所遺跡 (林下所墓地)SD02断面

林下所遺跡

(林下所墓地 )

SD01(南から )

林下所遺跡

(林下所墓地 )
SD02(東から)

林下所遺跡

(林下所墓地 )

SD03(東から)

林下所遺跡 (林下所墓地)調査地全景 (南から)

林下所遺跡 (林下所墓地)調査地東壁 (南から)
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林下所遺跡 (林町 8号線)Ntt SK01(左 )

林下所遺跡 (林町 8号線)N区 (北から)林下所遺跡 (林町 3号線)東壁

林下所遺跡 (林町 8号線)Ntt SD01

林下所遺跡 (林町 8号線)Ntt SD01断面 林下所遺跡 (林町 8号線)Ntt SK01断面

林下所遺跡 (林町 8号線)N区 (南から)林下所遺跡 (林町 8号線)S区 (北から)
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林下所遺跡

(林町65号線 )
SB01検出状況

林下所遺跡

(林町65号線 )
S区遣構検出

状況

林下所遺跡

(林町65号線 )
SD07検出状況

林下所遺跡 (林町65号線)SB01

林下所遺跡 (林町65号線)SB01 P-2断面

林下所遺跡 (林町65号線)S区北部下層検出遺構

林下所遺跡 (林町65号線)SD04・ 05断面
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林下所 。木太今村上所遺跡 I区全景 (南から) 林下所 。木太今村上所遺跡  I区畦畔状遺構 (南から)

林下所 。本太今村上所遺跡  I区小畦畔 (西から) 林下所 。木太今村上所遺跡 I区小畦畔 (西から)

林下所・木太今村上所遺跡  I ttSD02(西から)

林下所 。木太今村上所遺跡  I ttSD01(西 から)

林下所 。木太今村上所遺跡 I区大畦畔遺物検出状況

林下所 。木太今村上所遺跡  I区 (北から)
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林下所 。木太今村上所遺跡 I区全景 (北から) I ttSB01(南から)

林下所・木太今村上所遺跡 正区SK02断面

林下所・木太今村上所遺跡 I ttSK01(東 から)

林下所・木太今村上所遺跡 I区 (南から)

林下所 。木太今村上所遺跡 SD05断面林下所 。木太今村上所遺跡 I ttSK03・ SD04断面
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林下所 。木太今村上所遺跡

||||・ ||■ ■ ■■|!.  ■■●.

Ⅲ区SB01(東から )
●  ||||||||III

林下所 。木太今村上所遺跡 Ⅲ区SB01(北 から)

林下所 。木太今村上所遺跡 Ⅲ区SB01 P‐ 1

林下所 。木太今村上所遺跡

林下所 。木太今村上所遺跡 Ⅲ区全景 (南から)

林下所 。木太今村上所遺跡 Ⅲ区SB01 P‐ 4

林下所・木太今村上所遺跡 Ⅲ区南部林下所・木太今村上所遺跡


